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4月1日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
タイヤケアホントの話【新免許制度が抱えるタイヤ問題】／トラック運送事業者のための経
営のヒント【「職人気質」のプロドライバー】…３面／食の新旧街道を行く【魚食文化の道
②花見どきの｢桜鯛｣】…７面

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！（TBSラジオ系列全国33局ネット）全日本トラック協会
presents

　本番組は、トラック運送業界の安全や環境等への取り組みなどを内
外に広くPRするとともに、パーソナリティの宮崎瑠依さんと皆川玲奈
TBSアナウンサーが、車に関する話題や音楽で全国のドライバーの皆
さんの安全運行をサポートします。

・ 4月の特別番組放送予定
4月１4日（金）	 緊急災害時におけるトラック輸送の役割について
	 	 	 全日本トラック協会常務理事　山崎薫

4月の名言

英国出身の俳優、コメディアン、映画監督。代表作に『街の灯』、『独裁者』、『キッド』など。＜出典：ウェブサイト「チャップリンの名言」＞
チャールズ・チャップリン（1889.4.16～ 1977.12.25）

行動を伴わない想像力は、何の意味も持たない

全ト協会員専用ページのパスワード  〜4/14　3516、4/15〜5/14　1414

２・３
・	トラック協会ニュース
・	官公庁ニュース（国交省等）

５ ・	全ト協	長時間労働抑制に向
けた自主行動計画（概要）

8 ・		平成29年度
全ト協の主な助成制度

6・7
	＜トラック運送業界における
生産性向上を目指して＞
				旅客列車を利用した
			貨客混載事業今年春スタート
				（佐川急便㈱・北越急行㈱）

4 ・		「健康職場づくり」事業者訪問
　　㈱アトランス（静岡県浜松市）

協会けんぽと協力し健診受診への
体制づくりを進めるアトランス

　

３
月
28
日
に
開
催
さ
れ

た
︑
政
府
の
﹁
第
10
回
働
き

方
改
革
実
現
会
議
﹂
で
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
﹁
働
き
方
改

革
実
行
計
画
﹂に
つ
い
て
は
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら

の
要
望
が
反
映
さ
れ
た
内
容

と
な
っ
た
︒

　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

に
つ
い
て
は
︑
年
７
２
０
時
間

（
＝
月
平
均
60
時
間
）
以
内

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
︑

自
動
車
運
転
業
務
の
時
間
外

労
働
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
︑
改
正
労
働
基
準
法
施
行

が
予
定
さ
れ
て
い
る
平
成
31

年
４
月
の
５
年
後
と
な
る
36

年
４
月
か
ら
︑
時
間
外
労
働

年
９
６
０
時
間
（
＝
月
平
均

80
時
間
）
以
内
の
上
限
規
制

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
︑

将
来
的
に
は
一
般
則
の
適
用

を
目
指
す
旨
の
規
定
を
設
け

る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
併
せ
て
︑
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
や
取
引
条
件

適
正
化
︑
生
産
性
向
上
に
向

け
た
措
置
な
ど
︑
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
記
載
さ

れ
た
︒

時
間
外
労
働
上
限
規
制
に

関
し
要
望

﹁
荷
主
に
対
し
て
指
導
徹
底
を
﹂

　

３
月
23
日
に
は
︑
全
ト
協

の
坂
本
克
已
副
会
長
と
福
本

秀
爾
理
事
長
が
︑
石
井
国
交

大
臣
に
対
し
要
望
書
を
提
出

し
た
︒
要
望
書
で
は
︑
政
府

の﹁
働
き
方
改
革
実
現
会
議
﹂

で
議
論
が
進
む
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
の
導
入
に
つ
い

て
︑﹁
方
向
性
と
し
て
は
賛

成
で
あ
り
︑
業
界
と
し
て
労

働
時
間
短
縮
に
向
け
て
一
層

努
力
す
る
﹂
と
し
つ
つ
︑
導

入
に
あ
た
っ
て
は
﹁
荷
主
の

理
解
と
協
力
等
が
不
可
欠
﹂

で
あ
り
︑
①
荷
主
に
対
す
る

指
導
徹
底
②
取
引
環
境
改
善

が
図
ら
れ
る
よ
う
政
府
と
し

て
の
取
組
推
進
③
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
生
産
性
向
上
の
た
め

に
必
要
な
支
援
④
高
速
道
路

を
十
分
に
活
用
で
き
る
環
境

整
備
⑤
猶
予
期
間
の
設
定
お

よ
び
段
階
的
な
適
用
︱
︱
の

５
点
を
要
望
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
は
３
月
29
日

か
ら
４
月
27
日
ま
で
︑
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

を
行
っ
て
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の

要
因
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
荷

待
ち
時
間
削
減
を
図
る
た

め
︑
荷
主
都
合
に
よ
る
長
時

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
﹁
平
成
27
年
度
決

算
版
経
営
分
析
報
告
書
﹂
を

ま
と
め
た
︒

　

こ
れ
は
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
２
３
７
３
社

（
有
効
数
）
か
ら
提
出
さ
れ

た
27
年
度
決
算
（
26
年
10
月

～
28
年
８
月
）
の
﹁
一
般
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
報
告

書
﹂
に
つ
い
て
︑
決
算
内
容

を
分
析
し
た
も
の
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お

い
て
は
︑
燃
料
価
格
の
下
落

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
運
転
者

間
の
荷
待
ち
時
間
の
実
態
を

把
握
し
︑
過
労
運
転
の
防
止

に
繋
げ
る
と
と
も
に
︑
荷
主

勧
告
等
の
発
動
に
係
る
確
認

の
一
助
と
す
る
︒

　

現
在
︑乗
務
等
の
記
録（
第

８
条
関
係
）
に
つ
い
て
︑
当

該
乗
務
を
行
っ
た
ド
ラ
イ
バ

ー
ご
と
に
休
憩
ま
た
は
睡
眠

を
し
た
場
合
の
地
点
・
日
時

等
の
記
録
を
す
る
よ
う
定
め

人
材
の
不
足
か
ら
︑
人
件
費

比
率
︑
傭
車
費
比
率
が
増
加

し
︑
営
業
黒
字
の
事
業
者
の

割
合
は
過
半
数
を
占
め
て
い

る
も
の
の
︑
27
年
度
は
51
％

（
１
２
１
９
社
）
に
と
ど
ま
っ

た
︒
特
に
︑
車
両
10
台
以
下

（
７
４
６
社
）
で
は
過
半
数

が
営
業
赤
字
で
あ
り
︑
約
55

％
（
４
１
０
社
）
が
営
業
赤

字
を
計
上
し
た
︒
ま
た
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
売
上
高

に
当
た
る
27
年
度
の
営
業
収

益
（
貨
物
運
送
事
業
収
入
）

は
︑
１
社
平
均
２
億
１
４
９

万
２
千
円
で
︑
前
年
度
比
プ

ラ
ス
０
・
３
％
と
︑
ほ
ぼ
横

ば
い
と
な
っ
た
︒
営
業
利
益

率
は
︑
燃
料
価
格
の
下
落
効

果
に
よ
り
︑
前
年
度
比
０
・

６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
も
の

の
︑
▲
０
・
３
％
で
９
年
連

続
の
赤
字
と
な
っ
た
（
表
）︒

　

同
報
告
書
の
集
計
対
象
で

あ
る
28
年
８
月
ま
で
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑
輸
送

量
は
微
増
で
推
移
し
︑
燃
料

価
格
の
下
落
に
よ
る
コ
ス
ト

削
減
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
︑

人
材
不
足
に
よ
る
人
件
費
ア

ッ
プ
︑
傭
車
利
用
の
拡
大
に

よ
り
︑
営
業
利
益
の
改
善
は

限
定
的
と
な
っ
た
︒

ら
れ
て
い
る
が
︑
こ
れ
に
加

え
て
新
た
に
①
集
荷
お
よ
び

配
送
を
行
っ
た
地
点
（
以
下

﹁
集
荷
地
点
等
﹂）︑
②
集
荷

地
点
等
へ
の
到
着
日
時
お
よ

び
集
荷
地
点
等
か
ら
の
出
発

日
時
︑
③
集
荷
地
点
等
に
お

け
る
荷
積
み
お
よ
び
荷
卸
し

の
開
始
お
よ
び
終
了
日
時
︱

︱
の
３
点
に
つ
い
て
も
︑
乗

務
記
録
の
対
象
と
し
て
義
務

付
け
る
︒
義
務
付
け
の
対
象

と
な
る
の
は
︑
車
両
総
重
量

７
・
５
㌧
以
上
ま
た
は
最
大

積
載
量
４
・
５
㌧
以
上
の
ト

ラ
ッ
ク
︒

　

ま
た
︑
適
正
な
取
引
の
確

保（
第
９
条
の
４
関
係
）で
は
︑

﹁
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
等
は
︑
輸
送
の
安
全
を

阻
害
す
る
行
為
を
防
止
す
る

た
め
︑
荷
主
と
密
接
に
連
絡

し
︑
及
び
協
力
し
て
︑
適
正

な
取
引
の
確
保
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
ら

れ
て
い
る
が
︑
荷
待
ち
時
間

を
解
消
す
る
た
め
に
は
荷
主

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
荷
主
の

都
合
に
よ
る
荷
待
ち
時
間
に

起
因
す
る
運
転
者
の
過
労
運

転
又
は
過
積
載
に
よ
る
運
送

の
防
止
﹂
に
つ
い
て
も
︑
適

正
な
取
引
の
確
保
の
努
力
義

務
の
目
的
と
し
て
新
た
に
追

加
す
る
︒
今
後
︑
意
見
募
集

を
経
て
５
月
に
公
布
︑
そ
の

１
か
月
後
の
施
行
を
予
定
し

て
い
る
︒

　

政
府
は
３
月
28
日
︑﹁
第
10
回
働
き
方
改
革

実
現
会
議
﹂（
議
長
・
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
）
で
︑﹁
働
き
方
改
革
実
行
計
画
﹂
を
ま
と

め
た
︒
同
計
画
に
は
︑
時
間
外
労
働
上
限
規
制

の
適
用
時
期
や
取
引
条
件
の
適
正
化
へ
の
措
置

な
ど
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
の
要
望
内

容
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
︒
こ
れ
は
︑
全
ト

協
が
３
月
23
日
に
︑
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣

に
対
し
︑﹁
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
関
す

る
要
望
書
﹂
を
提
出
し
た
こ
と
を
受
け
た
も

の
︒
ま
た
︑
３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
石
井

国
交
大
臣
と
の
意
見
交
換
会
で
は
︑
大
臣
か
ら

﹁
働
き
方
改
革
の
推
進
﹂
に
つ
い
て
協
力
要
請

が
あ
っ
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て
は﹁
労

働
時
間
短
縮
に
向
け
て
一
層
努
力
す
る
﹂
と

し
た
上
で
﹁
荷
主
に
対
す
る
指
導
徹
底
﹂
を

求
め
︑
国
に
よ
る
協
力
体
制
の
強
化
・
充
実

な
ど
を
要
請
し
て
い
た
︒

経営分析報告書　平成27年度決算版
　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

３
月
28
日
︑
国
土
交
通
省
の

藤
井
直
樹
自
動
車
局
長
に
対

し
︑﹁
基
準
緩
和
認
定
有
効

期
間
の
延
長
に
係
る
要
望

書
﹂を
提
出
し
た
︒当
日
は
︑

全
ト
協
重
量
部
会
の
木
村
修

一
副
部
会
長
︑
細
野
高
弘
専

務
理
事
に
︑
宮
内
秀
樹
衆
議

院
議
員
が
同
行
し
︑
木
村
副

部
会
長
が
﹁
重
大
事
故
惹
起

や
行
政
処
分
が
無
く
︑
法
令

遵
守
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い

る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

が
使
用
す
る
保
安
基
準
緩
和

自
動
車
に
つ
い
て
は
︑
緩
和

の
期
限
を
延
長
し
て
い
た
だ

き
た
い
﹂
と
要
望
し
た
︒

　

同
内
容
の
要
望
は
︑
平
成

24
年
３
月
に
も
星
野
良
三
会

長
と
我
妻
勝
男
重
量
部
会
長

の
連
名
で
提
出
さ
れ
た
︑﹁
特

殊
車
両
通
行
許
可
制
度
並
び

に
基
準
緩
和
車
両
に
関
す
る

要
望
書
﹂
に
も
明
記
さ
れ
て

い
る
が
︑
最
近
の
深
刻
化
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
問
題
や

事
務
手
続
き
等
の
負
担
問
題

な
ど
か
ら
︑
会
員
か
ら
行
政

へ
の
手
続
き
簡
素
化
を
求
め

る
と
と
も
に
︑
老
朽
化
し
た

永
久
緩
和
車
両
が
ま
だ
多
数

使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
︑﹁
現

状
の
期
限
で
は
新
車
へ
の
代

替
が
進
ま
ず
危
険
﹂
と
い
う

声
が
増
大
し
て
い
る
背
景
か

ら
︑再
度
要
望
を
実
施
し
た
︒

　

単
体
物
品
を
輸
送
す
る
基

準
緩
和
ト
レ
ー
ラ
車
両
に
つ

い
て
は
︑
平
成
９
年
10
月
か

ら
最
長
２
年
ご
と
の
継
続
緩

和
認
定
申
請
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
︒
全
ト
協
で
は﹁
特

殊
車
両
に
係
る
法
令
遵
守
等

を
図
る
た
め
︑
長
大
︑
重
量

物
輸
送
へ
の
対
応
に
つ
い
て

関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
講

習
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
︑安
全
性
優
良
事
業
所﹃
Ｇ

マ
ー
ク
﹄
認
定
制
度
の
発
足

な
ど
運
送
事
業
者
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
﹂
と

し
︑
重
大
事
故
や
行
政
処
分

の
な
い
場
合
は
﹁
緩
和
認
定

期
限
を
延
長
し
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
要
請
し
た
︒

　

こ
れ
を
受
け
︑
藤
井
局
長

は
︑﹁﹃
Ｇ
マ
ー
ク
﹄
は
︑（
安

全
面
で
の
）
先
駆
的
な
制
度

で
あ
り
︑
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

し
て（
延
長
を
可
能
と
す
る
）

い
い
提
案
を
い
た
だ
い
た
︒

29
年
度
の
早
い
時
期
に
措
置

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
﹂
と

応
え
た
︒

基
準
緩
和
認
定
の
有
効
期
間
延
長
求
め
る

藤井直樹国交省自動車局長に要望全
ト
協

平
成
36
年
か
ら
時
間
外
労
働 

年
９
６
０
時
間
適
用
へ

長
時
間
労
働
是
正
に
向
け
た
環
境
整
備
を
推
進

輸
送
安
全
規
則
の
一
部
改
正
省
令
（
案
） 

▽
４
月
27
日
ま
で
意
見
募
集

「
荷
待
ち
時
間
」
記
録
義
務
付
け

荷
主
勧
告
発
動
に
係
る
確
認
の
一
助
に

石井啓一国土交通大臣（左）に要望する坂本副会長と福本理事長
（3月23日、国土交通大臣室）

藤井直樹国交省自動車局長（左）に要望書を手渡す（左から）木村副部会
長、宮内衆議院議員、細野専務理事（3月28日、国交省自動車局長室）

貨物運送事業の営業収益・営業利益率の推移（1社平均）表

注：営業収益のカッコ内は前年度比伸び率、単位％、▲はマイナス

営業利益率（％）営業収益（千円）

27年度26年度25年度27年度26年度平成25年度
区分

全　体

10台以下

11～20台

21～50台

51～100台

101台以上

車
両
規
模
別

▲ 2.3

▲ 4.6

▲ 2.6

▲ 2.2

▲ 1.3

▲ 0.6

▲ 0.3

▲ 1.3

▲ 0.4

▲ 0.2

▲ 0.1

　 0.0

▲ 0.9

▲ 2.3

▲ 1.0

▲ 0.8

▲ 0.6

▲ 0.2

（ 　 0.3 ）
201,492

（ 　 0.6 ）
54,852

（ 　 0.5 ）
146,126

（ ▲ 3.4 ）
306,958

（ ▲ 1.8 ）
603,821

（ 　 2.9 ）
1,168,593

（ ▲ 0.8 ）
200,795

（ ▲ 0.4 ）
54,520

（ ▲ 1.1 ）
145,375

（ ▲ 0.6 ）
317,900

（ ▲ 0.1 ）
614,808

（ ▲ 1.7 ）
1,135,561

（   12.3 ）

（   13.7 ）

（   13.3 ）

（   13.7 ）

（   12.4 ）

202,342

54,751

146,939

319,868

615,401

（   14.4 ）
1,155,102

人材不足による人件費アップ
業績改善は限定的に

国交省

全　ト　協

時間外労働の上限規制の導入
―政府　働き方改革実行計画―
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.3.15—4.1

クラウド型運行管理システム

お試し無料モニター受付中！ 30日間

　あなたは準中型トラックを運転して、センターラインのない狭い道
路を走行しています。対向車のワンボックスカーが接近しています。
この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避けるた
めにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 86回〕「狭い道路の走行」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～運転免許編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  第一種の運転免許には、大型免許、中型免許、準中型免許、普通免許、
大型特殊免許、小型特殊免許、大型二輪免許、普通二輪免許、原付免許
がある。（ ○・× ）

❷  準中型免許で運転できるのは、準中型自動車のほかに、小型特殊自動
車、原付自転車である。（ ○・× ）

❸  準中型免許は20歳に満たない者は取得できない。（ ○・× ）

❹  準中型免許を取得すれば、最大積載量4.5トン未満までのトラックを運転
できる。（ ○・× ）

❺  平成19年6月2日以降に普通免許を取得し「5トン限定準中型免許」を有
している者は、車両総重量5トン未満の準中型トラックを運転できる。
（ ○・× ）

（解答は７面）

　

４
月
６
日
㈭
～
15
日
㈯
の

期
間
︑﹁
平
成
29
年
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
﹂
が
実
施

さ
れ
る
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
中
央
交
通
安
全

対
策
会
議
交
通
対
策
本
部
決

定
の
同
推
進
要
綱
︑
な
ら
び

に
国
土
交
通
省
策
定
の
同
実

施
計
画
に
基
づ
き
︑﹁
追
突

事
故
の
防
止
﹂﹁
交
差
点
事

故
の
防
止
﹂
を
最
重
点
推
進

項
目
に
定
め
︑
安
全
運
行
の

確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
︒

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

事
故
の
半
数
は
追
突
事
故
が

占
め
て
お
り
︑
ま
た
死
亡
事

故
の
４
割
が
交
差
点
で
発
生

し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
現
状

を
踏
ま
え
︑
全
ト
協
で
は
表

の
通
り
最
重
点
推
進
項
目
を

定
め
た
︒

　

併
せ
て
︑
以
下
の
重
点
推

進
項
目
に
も
取
り
組
む
よ

う
︑
事
業
者
に
対
し
て
呼
び

か
け
る
︒

　

①
子
供
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
②
夕
暮
れ
時
と
夜

間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止
③
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
④
飲
酒
運
転
の
根
絶
⑤

ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止
⑥
高

速
道
路
に
お
け
る
事
故
の
防

止
⑦
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
集
﹂
を
活
用
し
た
安
全

意
識
の
高
揚
⑧
健
康
起
因
事

故
の
防
止
⑨
過
労
運
転
の
防

止
⑩
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
根
絶

　

今
号
の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
は
﹁
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
﹂
ポ
ス
タ
ー
を
同
封
し

て
お
り
︑
交
通
安
全
の
重
要

性
を
再
認
識
さ
せ
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
︒
特
に
︑
交
差

点
左
折
時
の
死
亡
事
故
の
約

９
割
は
大
型
車
が
引
き
起
こ

し
て
い
る
ほ
か
︑
左
折
時
の

死
亡
事
故
の
８
割
が
対
自
転

車
︑
右
折
時
の
死
亡
事
故
の

９
割
が
対
歩
行
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
︑
特
に
交
差
点
で
の

右
・
左
折
時
に
は
歩
行
者
・

自
転
車
へ
の
細
心
の
注
意
が

求
め
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
新
年

度
か
ら
︑
左
折
巻
き
込
み
事

故
防
止
対
策
と
し
て
︑
車
両

総
重
量
７
・
５
㌧
以
上
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
対
象
に
車

平
成
29
年
度
Ｇ
マ
ー
ク　

　
　

 

実
施
概
要
等
を
承
認

第
33
回
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
委
員
会

　

３
月
23
日
︑﹁
第
33
回
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
委
員
会
﹂（
委
員
長
・

に
よ
る
頒
布
開
始
日
＝
４
月

17
日
㈪
︑
紙
媒
体
に
よ
る
頒

布
開
始
日
＝
５
月
１
日
㈪
と

し
︑
申
請
受
付
期
間
＝
７
月

１
日
㈯
～
７
月
14
日
㈮
（
土

・
日
曜
は
除
く
）
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
28
年
度
に
行
っ
た

平
成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災

事
業
所
に
係
る
特
例
措
置
と

し
て
︑
有
効
期
間
を
１
年
間

伸
長
し
た
事
業
所
に
つ
い
て

は
︑
更
新
申
請
を
29
年
度
に

行
い
︑
認
定
さ
れ
た
場
合
は

有
効
期
間
を
１
年
間
短
縮
す

る
︒

　

さ
ら
に
︑
Ｐ
Ｒ
対
策
と
し

て
︑
29
年
度
よ
り
新
た
に
①

Ｇ
マ
ー
ク
を
積
極
的
に
推
進

す
る
荷
主
企
業
等
を
中
心
と

し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
検

討
②
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
に
お
け
る
広
報
啓
発

（
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ラ
ッ
ピ
ン

グ
︑
テ
ー
ブ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
）

を
実
施
③
Ｇ
マ
ー
ク
認
知
等

に
係
る
一
般
向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
②
と
連
携
し
て
実

施
︱
︱
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

続
い
て
︑
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
つ
い

て
︑
28
年
度
は
新
た
に
21
台

が
追
加
さ
れ
︑
合
計
１
４
５

台
の
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ト
ラ
ッ
ク
が
全
国
を
走
行
す

る
こ
と
や
︑
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ

ッ
ク
協
力
会
社
72
事
業
者
に

対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
等
が
報
告
さ
れ
た
︒

事
業
者
は
︑
24
年
度
（
第
10

回
）
＝
10
事
業
所
（
※
﹁
平

成
28
年
熊
本
地
震
﹂
に
係
る

特
例
措
置
に
よ
り
有
効
期
間

を
１
年
間
伸
長
し
た
事
業

所
）︑
25
年
度
（
第
11
回
）

＝
１
３
９
０
事
業
所
︑26
年
度

（
第
12
回
）
＝
４
７
９
１
事

業
所
︑
27
年
度
（
第
13
回
）

＝
８
０
４
１
事
業
所
︑28
年
度

（
第
14
回
）
＝
９
０
３
９
事

業
所
と
な
り
︑
合
計
２
万
３

２
７
１
事
業
所
と
な
っ
た
︒

　

29
年
度
に
お
け
る
同
事
業

の
実
施
概
要
・
申
請
案
内
の

内
容
︑
申
請
書
類
の
頒
布
に

つ
い
て
は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

載
カ
メ
ラ
へ
の
助
成
事
業
を

開
始
す
る
ほ
か
︑
車
両
総
重

量
３
・
５
㌧
以
上
８
㌧
未
満

の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
対
象

に
︑
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
装
置
導
入
促
進
助
成
事
業

も
実
施
す
る
（
詳
細
８
面
）︒

野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
学

長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　
﹁
平
成
28
年
度
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事

業
の
実
施
状
況
﹂
で
は
︑
弁

明
に
よ
る
追
加
認
定
︑
再
評

価
の
結
果
︑
自
主
返
納
に
つ

い
て
了
承
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

同
日
現
在
の
Ｇ
マ
ー
ク
認
定

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

４
月
１
日
よ
り
営
業
日
・

営
業
時
間
を
変
更

矢
板
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

矢
板
Ｔ
Ｓ
は
︑
平
成
29

年
４
月
１
日
よ
り
︑
営
業

日
・
営
業
時
間
を
次
の
通

り
変
更
す
る
︒

▼
食
堂
：
７
時
～
22
時

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
21
時

30
分
）︑
日
曜
休
業

▼
入
浴
（
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
含
む
）
：
10
時
～
22

時
（
受
付
終
了
21
時
30

分
）︑
日
曜
休
業

会
員
事
業
者
27
社
参
加
の

企
業
合
同
説
明
会
を
開
催

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
住
永
豊
武
会
長
）
は
３
月

11
日
︑
熊
本
県
宇
城
市
の
ウ

イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ア
リ
ー
ナ
で
﹁
運
輸
・

物
流
産
業
企
業
合
同
説
明

会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
説
明
会
は
︑
人
材
確
保

を
図
る
た
め
︑
求
職
者
と
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

催
さ
れ
た
も
の
で
︑
熊
本
県

ト
協
の
会
員
事
業
者
27
社
が

出
展
︒
無
料
適
性
診
断
コ
ー

ナ
ー
や
︑
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
︑
未

経
験
者
に
も
や
さ
し
い
工
夫

を
凝
ら
し
た
︒

　

約
80
人
の
求
職
者
が
来
場

し
︑
経
験
者
・
未
経
験
者
を

問
わ
ず
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
へ
の
門
戸
を
開
く
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
︒

（
４
月
１
日
〜
４
月
30
日
）

▽
４
月
13
・
14
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡　

会
議

▽
４
月
24
日

・
第
５
回
引
越
事
業
者
優
良　

認
定
制
度
運
営
委
員
会

▽
４
月
25
日

・
第
59
回
広
報
委
員
会

表  平成29年春の全国交通安全運動
最重点推進項目

①追突事故の防止
　事業用トラックにおける事故の半数を占める
追突事故を防止するため、国交省制作の「トラ
ック追突事故防止マニュアル」および全ト協で
制作した「トラック追突事故防止マニュアル～
追突事故撲滅キット～」等を活用し、追突事故
防止の徹底を図る。また、追突事故発生時に
おける被害の軽減に有効な「衝突被害軽減ブ
レーキ装置」搭載車の普及を促進する。

②交差点事故の防止
　全ト協制作の「トラック交差点事故防止マニ
ュアル～交差点事故撲滅キット～」を活用した
セミナーを全国展開するとともに、横断歩道
手前での最徐行または一時停止の励行と、左
右をバランスよく安全確認することを徹底させ、
交差点左折時の自転車巻き込み事故および右
折時の横断歩行者との事故防止の徹底を図る。
また、交差点等における左折事故防止対策の
取り組みとして、車載カメラ装着車両の普及促
進を図る。

第
33
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全

性
評
価
委
員
会
（
３
月
23
日
、
全
ト

協
）

各企業ブースをめぐる参加者たち（３月11日、熊
本県宇城市）

　全日本トラック協会提供ラジオ番組　『ドライバーズ・リクエス
ト』では、トラック運送業界の取り組み等をPRする特別番組を毎
月放送しています。
　3月は、17日㈮・24日㈮に、国土交通省自動車局の加藤進貨物
課長が「トラック行政の最近の取り組み」について解説し、31日㈮
には同局の平井隆志安全政策課長が「平成29年春の全国交通
安全運動特集」に登場。番組パーソナリティの宮崎瑠依さんを聞
き手に、トラック運送や安全対策に関するトークを展開しました。
　4月は、14日㈮に「緊急災害時におけるトラック輸送の役割につ
いて」（出演：全ト協山崎薫常務理事）と題した特別番組を放送予
定です。
　なお、『ドライバーズ・リクエスト』は、放送終了後もTBSラジ
オのクラウド型ラジオサービス「TBSラジオクラウド」や、スマート
フォンアプリ「ラジオクラウド」で聴取可能です。ぜひご利用くださ
い。

加藤貨物課長（写真左） 平井安全政策課長（写真左）

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！
全日本トラック協会 presents TBSラジオ系列全国33局ネット

「
追
突
死
亡
事
故
」「
左
折
巻
き
込
み

　

    　
　
事
故
」ゼ
ロ
を
目
指
し
て

「
平
成
29
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」ス
タ
ー
ト
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2017.3.15—
4.1

　

３
月
12
日
か

ら
新
し
い
免
許

制
度
が
施
行
さ

れ
︑﹁
大
人
に

な
っ
た
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
た
い
﹂
と
夢

見
る
若
い
世
代
の
方
々
が
今
頃
︑
自
動
車
教

習
所
へ
通
い
︑
様
々
な
運
転
技
術
・
知
識
を

学
習
し
て
い
る
時
分
で
し
ょ
う
︒

　

私
は
︿
中
型
８
㌧
限
定
免
許
﹀
を
保
有
し

て
い
る
の
で
す
が
︑
こ
の
時
期
は
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
の
履
き
替
え
作
業
等
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
︒
や
は
り

乗
用
車
と
は
大
き
く
異
な
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
は
難
し
い
で
す
︒
特
に
︑
パ
ネ
ル
系
の

ト
ラ
ッ
ク
車
体
は
︑
運
転
席
の
両
側
面
や
後

部
の
視
界
が
狭
い
こ
と
か
ら
︑
左
折
時
は
最

　

つ
ま
り
︑
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
す
る
の
で

あ
れ
ば
︑﹁
タ
イ
ヤ
の

側
面
は
ア
キ
レ
ス
腱
と
同
じ
で
弱
い
︒
バ
ー
ス

ト
さ
せ
る
と
爆
音
が
響
く
﹂
と
い
う
こ
と
を
︑

タ
イ
ヤ
の
基
礎
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
が
︑
残
念
な
が
ら
︑
実
際
の
現
場

で
は
︑
そ
の
感
覚
と
大
き
く
か
け
離
れ
た
こ
と

が
起
き
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
は
新
免
許
制
度
の
︿
準
中
型
免
許
﹀
で

乗
車
可
能
な
も
の
に
該
当
す
る
︑﹁
車
両
総
重

量
３
・
５
～
７
・
５
㌧
未
満
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
﹂

を
運
転
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
多
い
事
例
で
す
︒

側
道
の
駐
車
場
に
入
る
時
︑何
も
躊
躇
せ
ず
に
︑

左
後
輪
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
の
外
側
を
縁
石
に
衝
突

さ
せ
︑
タ
イ
ヤ
だ
け
で
な
く
金
属
製
の
ホ
イ
ー

ル
ま
で
曲
げ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
︒

　

中
に
は
︑
タ
イ
ヤ
の
側
面
が
大
き
く
裂
け
て

大
限
の
注
意
を
払
っ
て
方
向
転
換
し
ま
す
︒
慌

て
て
曲
が
ろ
う
と
す
れ
ば
︑
左
後
輪
ダ
ブ
ル
タ

イ
ヤ
の
外
側
を
縁
石
に
ぶ
つ
け
て
︑
タ
イ
ヤ
を

バ
ー
ス
ト
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
最
大
積
載
量
２
㌧
超
の
ト
ラ
ッ
ク

に
装
着
さ
れ
た﹁
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
﹂の
場
合
︑

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
︑﹁
乗
用
車
タ
イ
ヤ
﹂
の
３

倍
圧
ク
ラ
ス
の
５
０
０
～
８
０
０
kPa
（
５
～
８
kgf

／
㎠
）
に
及
び
ま
す
︒
運
転
ミ
ス
で
﹁
タ
イ
ヤ

の
側
面
﹂
を
切
っ
て
し
ま
う
と
︑
タ
イ
ヤ
は
爆

音
と
と
も
に
破
裂
し
︑
周
囲
に
歩
行
者
が
い
れ

ば
︑人
的
被
害
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
︒

加
え
て
︑
タ
イ
ヤ
の
側
面
の
ゴ
ム
層
は
︑
わ
ず

か
１
㌢
㍍
に
も
満
た
な
い
厚
さ
し
か
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
︑
縁
石
に
よ
る
擦
り
傷
さ
え
付
け

た
く
な
い
と
こ
ろ
で
す
︒

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
運
転
を
続
け
︑
他
の
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
そ
の
傷
の
指
摘
を
受
け
た
後
︑

ゴ
ム
が
裂
け
た
と
こ
ろ
に
﹁
特
殊
接
着
剤
﹂
を

塗
る
︑
と
い
っ
た
事
例
ま
で
起
き
て
い
ま
す
︒

傷
口
を
塞
い
だ
つ
も
り
な
の
で
し
ょ
う
が
︑
タ
イ

ヤ
作
業
者
か
ら
み
る
と
︑
か
な
り
衝
撃
的
な
話

で
す
︒

　

そ
の
特
殊
接
着
剤
が
塗
ら
れ
た
タ
イ
ヤ
は
︑

ま
さ
に
バ
ー
ス
ト
寸
前
の
状
態
で
し
た
︒
い
つ

爆
発
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
下
で
︑
そ
の

時
に
対
応
し
た
タ
イ
ヤ
作
業
者
は
︑
命
の
危
険

を
感
じ
な
が
ら
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
を
一
刻
も
早

く
抜
き
︑
安
全
に
処
理
し
た
そ
う
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
タ
イ
ヤ
作
業
の
現
場
で
は
︑

10
年
前
に
は
あ
ま
り
起
こ
ら
な
か
っ
た
﹁
タ
イ

ヤ
の
事
故
﹂
が
続
発
し
て
お
り
︑﹁
タ
イ
ヤ
へ
の

軽
視
﹂
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　

準
中
型
免
許
の
創
設
で
︑
18
歳
か
ら
小
型
ト

ラ
ッ
ク
が
運
転
で
き
る
時
代
に
な
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
員
が
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
走
行
性
を
高
め
る
た
め

に
は
︑
よ
り
一
層
の
タ
イ
ヤ
教
育
が
必
要
に
な

る
と
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒
改
め
て
タ

イ
ヤ
の
重
要
性
を
考
え
直
し
︑
タ
イ
ヤ
の
扱
い

方
を
第
一
に
考
え
た
運
転
技
術
を
習
得
し
て
ほ

し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
︒

第
71
回 

「
新
免
許
制
度
が
抱
え
る
タ
イ
ヤ
問
題
」

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

本
当
の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い

う
べ
き
人
た
ち
が
い
る
︒
自
分
の

職
業
に
誇
り
を
も
ち
︑
常
に
高
み

を
目
指
し
て
研
鑽
し
続
け
る
︒
職

人
気
質
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

で
あ
る
︒

　

例
え
ば
１
１
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
以
内

で
の
運
転
を
徹
底
し
︑
25
㌧
車
で

４
・
19
㌔
㍍
／
㍑
と
い
う
ド
ラ
イ

バ
ー
が
い
る
（
調
査
期
間
は
昨
年

７
︑
８
月
の
２
か
月
平
均
）︒
ア
イ

ド
リ
ン
グ
が
少
な
い
時
期
で
は
あ

る
が
︑
反
対
に
エ
ア
コ
ン
を
使
用

す
る
季
節
だ
︒
こ
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
︑
プ
ロ
と
し
て
燃
費
の
向
上
を

追
求
し
続
け
て
き
た
︒
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
成
果
の
上
に
立
っ

て
︑
可
能
な
改
善
課
題
を
追
求
し

た
︒
そ
の
結
果
︑
１
２
０
０
ｒ
ｐ

ｍ
以
内
で
の
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
は
ま

だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
１

１
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
以
内
に
挑
戦
し
た

の
で
あ
る
︒

　

前
年
７
︑
８
月
の
平

均
燃
費
は
３
・
96
㌔
㍍

／
㍑
だ
っ
た
︒
こ
れ
だ

け
で
も
素
晴
ら
し
い
が
︑

現
状
分
析
を
す
る
と
︑

人
的
要
因
で
は
﹁
回
転

計
を
見
て
い
な
い
﹂﹁
チ

ェ
ッ
ク
が
な
い
﹂
な
ど

が
反
省
点
だ
︒
ま
た
︑

運
転
方
法
の
要
因
で
は
﹁
回
転

数
が
高
い
﹂﹁
坂
道
で
の
ア
ク

セ
ル
の
踏
み
過
ぎ
﹂
な
ど
が
考

え
ら
れ
た
︒
こ
の
う
ち
登
坂
で

の
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
過
ぎ
は
︑

回
転
計
で
回
転
数
を
見
て
い
な

い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
︒そ
こ
で
︑

１
つ
は
﹁
回
転

数
を
控
え
る
﹂

こ
と
︑
も
う
１

つ
は
﹁
回
転
数

を
気
に
す
る
﹂

こ
と
を
心
が
け

る
よ
う
に
し

た
︒

　

具
体
的
に
は
︑

回
転
数
（
１
１

０
０
ｒ
ｐ
ｍ
）

を
オ
ー
バ
ー
し

た
時
間
や
場
所

が
︑
簡
単
に
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る

よ
う
な
工
夫
を

し
た
︒
タ
コ
グ

ラ
フ
の
チ
ャ
ー

ト
紙
で
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数
が

分
か
る
が
︑
こ
の
チ
ャ
ー
ト
紙

の
１
１
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
ラ
イ
ン
の

大
き
さ
の
プ
レ
ー
ト
を
作
り
︑

チ
ャ
ー
ト
紙
の
上
か
ら
重
ね
る

と
は
み
出
し
て
い
る
部
分
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
の
で

あ
る
︒
次
に
黒
い
紙
で
１
１
０
０

ｒ
ｐ
ｍ
の
大
き
さ
の
円
を
作
り
︑

お
徳
用
の
缶
入
り
Ｃ
Ｄ
に
つ
い
て

く
る
透
明
の
円
形
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

板
２
枚
の
間
に
挟
ん
だ
だ
け
の
も

の
だ
︒
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
︑
回

転
数
が
１
１
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
を
超
え

た
時
間
と
場
所
を
簡
単
に
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
︒
ど
の
よ
う
な
場
面
で

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
み
過
ぎ
た
か

を
思
い
出
し
て
︑
同
じ
場
所
あ
る

い
は
同
じ
よ
う
な
状
況
で
の
ア
ク

セ
ル
の
踏
み
込
み
過
ぎ
に
注
意
す

る
︒
同
時
に
︑
運
転
中
で
も
回
転

数
を
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ

う
に
︑
車
両
の
メ
ー
タ
ー
の
と
こ

ろ
に
１
０
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
に
は
黄
色
︑

１
１
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
に
は
赤
色
の
矢

印
を
付
け
て
︑
一
目
で
分
か
る
よ

う
な
工
夫
も
し
て
い
る
︒

　

こ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
﹁
や
は
り

回
転
計
に
注
意
す
る
こ
と
︒
あ
と

は
音（
耳
）と
足（
踏
み
込
み
）で
︑

常
に
意
識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
﹂

と
い
う
︒
ま
た
︑﹁
１
か
月
ご
と

の
給
油
量
の
バ
ラ
つ
き
を
み
て
︑

﹃
な
ぜ
﹄
と
考
え
て
み
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
﹂
と
話
す
︒

　

ま
さ
に
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
︒

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
に
ふ
さ
わ
し
い

待
遇
を
実
現
で
き
る
業
界
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

第
183
回

「職人気質」のプロドライバー

と
︑
順
調
に
減
少
し
て
い
る

こ
と
を
数
値
で
示
し
た
︒

29
年
度
か
ら
新
プ
ラ
ン

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
同
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
︑
交
通
事
故

件
数
は
着
実
に
減
少
し
て
い

る
も
の
の
︑
死
者
数
お
よ
び

飲
酒
運
転
に
よ
る
運
行
に
つ

い
て
は
︑
現
在
の
減
少
率
で

は
目
標
達
成
は
困
難
な
見
込

み
で
あ
り
（
表
）︑
中
間
見

直
し
時
か
ら
の
交
通
事
故
実

態
や
社
会
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
︑
新
た
な
対
策
理
念

・
指
標
等
を
早
急
に
前
倒
し

で
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
︑
新
プ
ラ
ン
へ
の
移
行
・

策
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
︒

　

新
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
︑

計
画
期
間
を
29（
２
０
１
７
）

年
度
～
32
（
２
０
２
０
）
年

度
の
４
か
年
と
し
︑
29
年
夏

頃
の
策
定
を
目
指
す
と
し
た
︒

�

右
左
折
時
対
策
の

必
要
性
指
摘

ト
ラ
ッ
ク
死
亡
事
故
を
分
析

　

国
土
交
通
省
は
３
月
16

日
︑平
成
28
年
度
第
３
回﹁
自

動
車
運
送
事
業
に
係
る
交
通

事
故
対
策
検
討
会
﹂を
開
き
︑

平
成
28
年
度
の
特
定
テ
ー
マ

で
あ
る
﹁
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ

分
析
に
基
づ
い
た
具
体
的
か

つ
効
果
的
な
交
通
安
全
対

策
﹂
等
を
了
承
し
た
︒

　

死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ
る

た
め
の
具
体
的
な
対
策
を
検

討
し
た
も
の
で
︑
同
検
討
会

で
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
る

と
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
死
亡

事
故
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
︑
事
業
用
自
動
車

の
死
亡
事
故
全
体
の
83
・
５

％
を
占
め
て
い
た
︒
ま
た
︑

27
年
中
の
事
故
類
型
別
の
死

亡
事
故
件
数
で
は
︑﹁
他
車

と
の
事
故
﹂（
１
７
３
件
）
が

﹁
人
と
の
事
故
﹂（
１
２
０
件
）

よ
り
多
い
が
︑﹁
人
と
の
事
故
﹂

で
は
﹁
横
断
中
﹂（
77
件
）

の
事
故
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
る
︒

　

27
年
中
の
ト
ラ
ッ
ク
と
人

・
自
転
車
と
の
死
亡
事
故

は
︑
直
進
時
が
57
％
︑
右
折

時
が
11
％
︑
左
折
時
が
17
％

で
︑
直
進
時
の
事
故
の
う
ち

77
％
は
歩
行
者
等
に
よ
る
事

故
で
︑
う
ち
74
％
は
道
路
横

断
中
や
飛
び
出
し
︑
さ
ら
に

各
種
交
通
事
故
防
止
対
策
を
報
告

平
成
28
年
度
「
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
　

プ
ラ
ン
２
０
０
９
」
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

　

国
土
交
通
省
は
３
月
24
日
︑

平
成
28
年
度
﹁
事
業
用
自
動

車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０

９
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
﹂（
委

員
長
・
野
尻
俊
明
流
通
経
済

大
学
学
長
）
を
開
催
し
た
︒

同
会
議
に
は
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
細
野
高
弘
専
務
理

事
が
出
席
し
︑
最
終
目
標
達

成
に
向
け
た
︑
全
ト
協
の
取

り
組
み
状
況
を
発
表
し
た
︒

　

ま
ず
︑﹁﹃
ト
ラ
ッ
ク
事
業

に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
０
９
﹄
中
間
見
直
し
後

の
各
種
交
通
事
故
防
止
対
策

の
進
捗
状
況
﹂
と
し
て
︑
平

成
30
年
目
標
（
交
通
事
故
死

者
数
２
２
０
人
以
下
︑
人
身

事
故
件
数
１
万
５
千
件
以

下
）
の
達
成
へ
向
け
︑﹁
車
両

台
数
１
万
台
当
た
り
２
・
０

件
以
下
﹂
を
数
値
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
る
︑
４
施
策
を

説
明
︒
目
標
に
向
け
て
︑
①

﹁
Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先
進
安
全
自
動

車
）
関
連
機
器
お
よ
び
運
行

管
理
・
支
援
機
器
の
普
及
拡

大
﹂
と
し
て
︑
29
年
度
よ
り

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
装

置
や
車
載
カ
メ
ラ
搭
載
車
等

へ
の
助
成
な
ど
の
実
施
︑
②

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
教
育
の

充
実
等
﹂
と
し
て
︑﹁
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
研

修
テ
キ
ス
ト
﹂
の
作
成
や
交

通
事
故
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
状
況
︑
③
﹁
事
故
分

析
お
よ
び
有
効
な
事
故
防
止

対
策
の
検
討
・
活
用
﹂︑
④

﹁
広
報
・
啓
発
活
動
等
﹂
と

し
て
︑
29
年
度
は
追
突
死
亡

事
故
お
よ
び
左
折
巻
き
込
み

事
故
防
止
対
策
を
推
進
︱
︱

し
て
い
く
こ
と
を
報
告
し
た
︒

　

ま
た
︑進
捗
状
況
と
し
て
︑

中
間
見
直
し
以
降
の
年
間
死

亡
事
故
件
数
が
３
４
０
件

（
26
年
）︑３
１
２
件（
27
年
）︑

２
５
８
件
（
28
年
）
で
︑
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
１
万
台
当
た

り
の
死
亡
事
故
件
数
に
関
し

て
も
２
・
９
件
（
25
年
）︑
２

・
７
件
（
26
年
）︑
２
・
５
件

（
27
年
）︑２
・
１
件（
28
年
）

そ
の
う
ち
63
％
が
夜
間
に
発

生
し
︑
う
ち
61
％
が
法
定
速

度
超
過
だ
っ
た
︒

　

右
折
時
の
事
故
で
は
︑
73

％
が
横
断
歩
道
歩
行
中
で
︑

左
折
時
の
事
故
は
79
％
が
自

転
車
事
故
で
︑
う
ち
89
％
が

巻
き
込
み
︑
さ
ら
に
そ
の
う

ち
83
％
が
大
型
車
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
︒

　

こ
の
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
の

事
故
低
減
の
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
︑
夜
間
直
進
時
は

信
号
無
視
や
横
断
歩
道
の
な

�

平
成
29
年
度
高
年
齢
者
雇

用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構

　
（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
で
は
︑

﹁
平
成
29
年
度
高
年
齢
者
雇

用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
事

例
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
高
年

齢
者
が
長
い
職
業
人
生
の
中

で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験

を
職
場
で
有
効
に
活
か
す
た

い
と
こ
ろ
で
横
断
す
る
歩
行

者
を
想
定
し
︑
ハ
イ
ビ
ー
ム

と
ロ
ー
ビ
ー
ム
の
こ
ま
め
な

切
り
替
え
を
促
し
た
ほ
か
︑

法
定
速
度
の
遵
守
を
挙
げ
た
︒

　

右
折
時
は
︑
横
断
歩
道
手

前
で
徐
行
ま
た
は
一
時
停
止

す
る
よ
う
求
め
︑
左
折
時
は

自
転
車
の
速
度
は
思
っ
た
よ

り
速
い
こ
と
を
認
識
し
︑
左

折
前
の
確
認
だ
け
で
な
く
︑

左
折
時
に
今
一
度
ミ
ラ
ー
・

目
視
で
確
認
す
る
よ
う
促
し

て
い
る
︒

め
︑
企
業
等
が
行
っ
た
創
意

工
夫
の
事
例
を
広
く
募
集

し
︑
優
秀
事
例
を
表
彰
す
る

も
の
︒
優
秀
企
業
等
の
改
善

事
例
と
︑
実
際
に
働
く
高
年

齢
者
の
働
き
方
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
に
よ
り
︑
生
涯
現

役
社
会
の
実
現
に
向
け
た
気

運
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
い

る
︒

　

応
募
締
切
日
は
５
月
11
日

㈭
（
当
日
消
印
有
効
）︒
詳

細
は
同
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

�

中
継
輸
送
の
実
施
へ

手
引
き
を
公
開

実
証
実
験
結
果
踏
ま
え

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
平
成
28
年
度
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
に
お
け
る
中
継

輸
送
実
証
実
験
モ
デ
ル
事
業

に
つ
い
て
︑
報
告
書
お
よ
び

﹁
中
継
輸
送
の
実
施
に
あ
た

っ
て
（
実
施
の
手
引
き
）﹂
を

公
開
し
た
︒

　

手
引
き
で
は
︑
こ
れ
か
ら

中
継
輸
送
に
取
り
組
む
事
業

者
向
け
に
︑
法
令
上
の
ポ
イ

ン
ト
や
︑
中
継
地
点
等
の
調

整
︑
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
た
保

険
な
ど
調
整
や
確
認
す
べ
き

点
に
つ
い
て
︑
そ
の
手
順
を

紹
介
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
複
数
の
事
業

者
間
で
中
継
輸
送
を
行
う
際

の
ツ
ー
ル
と
し
て
︑
日
常
点

検
実
施
表
︑
事
業
用
自
動
車

の
受
渡
書
等
の
様
式
例
も
公

開
し
た
︒
い
ず
れ
も
国
土
交

通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
で
き
る
︒

平成28年度「事業用自動車総合安全プラン
2009」フォローアップ会議（３月24日、国交省）

表  「事業用自動車総合安全プラン 2009」
における目標の達成見通し
交通事故
件数

交通事故
死者数

飲酒運転に係る
違反取り締まり件数

目　標 3万件以下 250人以下 ゼロ

平成27年
実績 36,499 件 403 人 102 件

平成30年の
見込み 29,900 件※ 360 人※ 75件※

※�直近 5年間の平均減少率を用いて算出
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㈱
ア
ト
ラ
ン
ス
は
︑
静
岡

県
西
部
エ
リ
ア
で
の
家
電
・

住
宅
機
器
製
品
の
配
送
の
ほ

か
︑
自
動
車
部
品
の
工
場
間

輸
送
︑
ト
イ
レ
タ
リ
ー
製
品

の
輸
送
な
ど
を
手
が
け
て
い

る
運
送
事
業
者
で
あ
る
︒
特

に
︑
ト
イ
レ
タ
リ
ー
製
品
は

県
内
中
部
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
等
へ
の
輸
送
の
ほ
か
︑
愛

知
県
へ
の
二
次
配
送
業
務
も

行
っ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
が
社
員
の
健

康
対
策
に
本
腰
を
入
れ
始
め

た
の
は
︑
３
年
ほ
ど
前
の
こ

と
で
あ
る
︒
運
送
事
業
者
に

対
し
て
は
︑
労
働
安
全
衛
生

法
の
中
で
﹁
常
時
使
用
す
る

労
働
者
に
対
し
て
︑
原
則
１

年
以
内
ご
と
に
１
回
定
期
健

康
診
断
を
受
診
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
﹂
と
定
め
ら
れ
て
い

る
︒
し
か
し
︑
当
時
は
社
員

に
健
診
を
受
診
さ
せ
る
の
も

大
変
な
状
態
で
あ
っ
た
と
い

う
︒
健
診
の
受
診
を
渋
る
社

員
に
対
し
て
は
︑﹁
適
正
化

事
業
実
施
機
関
に
よ
る
巡
回

指
導
の
際
に
︑
社
員
全
員
が

健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
と
︑

指
導
員
に
指
摘
さ
れ
て
し
ま

う
︒
だ
か
ら
︑
健
診
を
受
診

し
て
く
れ
な
い
か
﹂
と
説
得

し
て
い
た
と
い
う
︒社
員
も
︑

そ
う
し
た
会
社
の
受
け
身
な

姿
勢
を
見
透
か
し
て
い
た
よ

う
で
︑
社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
健

康
へ
の
意
識
も
そ
れ
ほ
ど
高

く
は
な
か
っ
た
︒

　

同
社
で
は
低
い
受
診
率
に

危
機
感
を
も
ち
︑
社
員
の
健

康
維
持
を
図
る
た
め
︑
全
国

健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
静
岡
支
部
に
相
談
︒
３

年
前
か
ら
︑
協
会
け
ん
ぽ
の

保
健
師
と
の
個
人
面
談
を
行

う
よ
う
に
し
た
︒

　

保
健
師
は
︑
健
診
を
受
診

し
た
事
業
所
を
訪
問
し
︑
従

業
員
に
対
し
て
健
診
結
果
に

基
づ
い
た
保
健
指
導
（
特
定

保
健
指
導
）
を
行
う
資
格
を

持
っ
て
い
る
︒
同
社
で
は
︑

基
本
的
に
年
に
１
回
（
深
夜

業
務
従
事
者
は
年
２
回
）
社

員
に
定
期
健
診
を
受
診
さ
せ

て
い
る
︒
そ
し
て
健
診
結
果

が
出
た
段
階
で
︑
健
診
を
受

診
し
た
社
員
と
保
健
師
と
の

面
談
が
実
施
さ
れ
る（
写
真
）︒

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
︑
健
診

結
果
を
分
析
し
︑
健
康
宣
言

を
し
た
事
業
所
ご
と
の
状
況

が
ひ
と
目
で
分
か
る
﹁
事
業

所
健
康
度
チ
ャ
ー
ト
﹂
を
ま

と
め
て
い
る
（
図
）︒
同
チ
ャ

ー
ト
で
は
︑
健
診
を
受
診
し

た
事
業
所
の
医
療
費
の
状
況

や
︑
リ
ス
ク
保
有
率
の
比
較

を
グ
ラ
フ
化
︒
こ
れ
に
よ
り

自
社
の
傾
向
が
分
か
る
と
と

も
に
︑
県
内
企
業
や
県
内
の

同
業
態
企
業
の
数
値
と
比
較

し
て
︑
自
社
が
ど
の
程
度
に

位
置
す
る
の
か
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
︒
ま
た
︑
自
社
デ

ー
タ
は
３
年
前
か
ら
の
変
化

が
分
か
る
よ
う
な
形
で
示
さ

れ
て
お
り
︑
改
善
が
進
ん
で

い
る
の
か
︑
そ
う
で
な
い
の

か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
︒
な
お
︑
同
チ
ャ
ー
ト

の
提
供
は
ほ
ぼ
全
国
の
協
会

け
ん
ぽ
各
支
部
で
も
実
施
し

て
い
る
（
様
式
等
は
一
部
異

な
る
）︒

　
﹁
民
間
の
医
療
機
関
で
は
︑

こ
の
よ
う
に
詳
細
に
情
報
を

提
供
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
は

多
く
な
い
と
思
い
ま
す
︒
詳

細
な
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
︑

自
分
た
ち
の
今
の
健
康
状
態

や
他
の
企
業
と
の
比
較
が
は

っ
き
り
と
分
か
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
こ
そ
︑
こ
れ
か
ら

何
を
す
べ
き
か
が
見
え
︑
対

策
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
﹂（
渡

辺
社
長
）

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
に
お
け

る
個
人
面
談
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
︑﹁
面
談
を
受
け
た

社
員
に
︑
改
善
へ
の
決
意
を

宣
言
さ
せ
て
い
る
﹂
こ
と
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
例

え
ば
︑
運
動
不
足
気
味
の
社

員
の
場
合
は
﹁
毎
日
何
千
歩

歩
く
よ
う
に
す
る
﹂︑
ま
た

喫
煙
量
の
多
い
社
員
な
ら

﹁
た
ば
こ
の
本
数
を
１
日
当

た
り
何
本
少
な
く
す
る
﹂
な

ど
と
い
う
よ
う
に
︑
保
健
師

に
対
し
て
健
康
づ
く
り
に
向

け
た
宣
言
を
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
い
る
︒
宣
言
し
た
内
容

は
︑次
の
個
人
面
談
の
際
に
︑

健
診
結
果
と
と
も
に
保
健
師

が
再
チ
ェ
ッ
ク
し
︑
宣
言
内

容
が
実
行
で
き
た
か
ど
う
か

を
確
認
し
︑
社
員
の
健
康
改

善
に
繋
げ
て
い
る
︒

　
﹁
個
人
面
談
を
行
う
前
は
︑

健
診
結
果
が
出
て
も
︑
そ
れ

を
受
け
て
の
改
善
が
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い
な
い
状
態
で

し
た
︒
自
分
の
今
の
健
康
状

態
を
認
識
し
︑
改
善
に
向
け

た
宣
言
を
行
い
︑
そ
れ
に
一

生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
で
︑

社
員
に
と
っ
て
は
自
分
自
身

の
健
康
へ
の
い
い
意
識
付
け

に
な
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

に
受
診
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
︒

﹁
受
診
し
た
ら
費
用
が
か
か

る
﹂
と
不
満
を
口
に
す
る
社

員
に
は
︑﹁
受
診
し
た
ら
健

康
に
な
れ
て
い
い
じ
ゃ
な
い

か
﹂
と
応
じ
て
い
る
︒
受
診

す
る
こ
と
が
結
果
と
し
て
自

　

協
会
け
ん
ぽ
静
岡
支
部
で

は
︑
事
業
所
中
心
の
健
康
づ

く
り
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

で
︑健
康
へ
の
意
識
を
高
め
︑

健
診
の
受
診
率
向
上
を
図
る

と
と
も
に
︑
健
康
度
の
向
上

に
よ
り
収
益
ア
ッ
プ
に
繋
げ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
︑

﹁
ふ
じ
の
く
に
健
康
宣
言
事

業
所
﹂
参
加
事
業
所
の
募
集

を
27
年
か
ら
開
始
し
た
︒
同

社
で
は
募
集
開
始
後
す
ぐ
に

申
し
込
み
を
行
い
︑﹁
健
診

分
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
社

員
に
理
解
し
て
も
ら
い
︑
受

診
を
促
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
受
動
喫
煙
対
策
と

し
て
事
務
所
の
前
に
新
た
に

喫
煙
所
を
設
置
し
︑
社
内
で

の
完
全
分
煙
化
を
達
成
し

た
︒
我
が
国
に
お
け
る
喫
煙

率
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
︑
平
成
26
年
度
は
19
・
３

％
で
あ
っ
た
※
︒
性
別
に
み
る

と
男
性
は
32
・
２
％
で
あ
る

一
方
︑
女
性
は
８
・
２
％
と

少
な
い
︒
今
後
増
加
が
見
込

ま
れ
る
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の

中
に
は
﹁
分
煙
さ
れ
て
い
な

い
職
場
で
働
く
の
は
我
慢
で

き
な
い
﹂
と
感
じ
る
人
も
少

な
く
は
な
い
︒
女
性
の
積
極

採
用
を
推
進
す
る
際
に
は
︑

受
動
喫
煙
へ
の
対
策
は
欠
か

せ
な
い
だ
ろ
う
︒

受
診
の
体
制
づ
く
り
﹂
を
目

標
に
様
々
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
き
た
︒

　

同
社
に
お
け
る
積
極
的
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
︑
今

年
２
月
に
は
経
済
産
業
省
に

よ
る﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
﹂

中
小
規
模
法
人
部
門
認
定
法

人
と
し
て
認
定
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
︒
健
康
経
営
優

良
法
人
制
度
と
は
︑﹁
従
業

員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な

視
点
で
考
え
︑
戦
略
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
法
人
﹂
を
﹁
健

康
経
営
優
良
法
人
﹂
と
し
て

認
定
・
顕
彰
す
る
制
度
で
︑

今
回
が
初
め
て
の
認
定
と
な

る
︒

　

同
社
に
お
け
る
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
と
︑

﹁
会
社
全
体
で
安
全
・
健
康

を
大
切
に
す
る
社
内
風
土
づ

く
り
﹂
を
行
っ
て
い
く
と
い

う
︒
年
２
回
（
４
・
10
月
）

実
施
し
て
い
る﹁
安
全
大
会
﹂

で
は
︑
新
年
度
は
協
会
け
ん

ぽ
の
保
健
師
を
招
い
て
﹁
食

生
活
の
改
善
（
朝
食
を
食
べ

る
）﹂﹁
睡
眠
時
間
の
確
保
﹂

﹁
禁
煙
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
行
い
︑
１
年
間
か
け
て
社

員
に
向
け
て
啓
蒙
を
行
っ
て

　

さ
ら
に
︑
毎
日
の
点
呼
に

お
い
て
も
社
員
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
強
化
︒﹁
今
の
体
調
は

ど
う
か
﹂﹁
眠
気
を
催
す
よ

う
な
薬
を
飲
ん
で
い
な
い
か
﹂

な
ど
を
尋
ね
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
︑
点
呼
場
に
は
血

圧
計
を
用
意
し
︑
血
圧
測
定

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
︒

　

点
呼
を
受
け
る
際
に
健
康

状
態
を
聞
か
れ
る
こ
と
で
︑

社
員
の
日
々
の
健
康
維
持
へ

の
意
識
も
高
ま
る
︒
同
社
で

は
︑
運
行
の
支
障
と
な
る
社

員
の
病
欠
が
以
前
に
比
べ
る

と
明
ら
か
に
減
少
し
た
そ
う

だ
︒

　
﹁
社
員
に
対
し
て
︑﹃
い
つ

ま
で
も
健
康
で
仕
事
を
し
て

ほ
し
い
﹄
と
考
え
︑
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
で
︑
社
員
の
意
識
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
︒
経
営
者
は

﹃
社
員
の
健
康
が
あ
っ
て
こ

そ
経
営
が
成
り
立
つ
﹄
と
の

思
い
を
も
ち
︑
社
員
の
健
康

へ
の
意
識
を
高
め
る
よ
う
な

施
策
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

（
同
）

※
成
人
喫
煙
率
（
厚
生
労
働
省

国
民
健
康
栄
養
調
査
）
よ
り
︒

い
く
︒
質
の
良
い
睡
眠
を
取

り
︑
朝
食
を
し
っ
か
り
と
食

べ
る
こ
と
で
︑
１
日
の
生
活

リ
ズ
ム
が
改
善
さ
れ
る
︒
こ

れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

特
有
の
長
時
間
労
働
に
追
い

込
ま
れ
た
状
況
で
は
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で

あ
る
が
︑
同
社
で
は
シ
フ
ト

の
組
み
直
し
や
業
務
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
の
充
実
化
な
ど
を

行
い
︑
労
働
時
間
短
縮
に
向

け
て
改
善
し
て
い
く
方
針
だ
︒

（
取
材
協
力
）
㈱
ア
ト
ラ
ン

ス　

渡
辺
次
彦
代
表
取
締
役

社
長
︑
望
月
功
安
全
管
理
課

課
長
︑
総
務
課　

岩
川
久
美

氏
︑
全
国
健
康
保
険
協
会
静

岡
支
部　

企
画
総
務
グ
ル
ー

プ　

山
西
ゆ
か
り
グ
ル
ー
プ

長
︑
名
波
直
治
グ
ル
ー
プ
長

補
佐

　

従
業
員
が
い
つ
ま
で
も
健
康
に
働

く
こ
と
の
で
き
る
職
場
づ
く
り
は
︑

会
社
の
事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た

め
の
最
も
重
要
な
取
り
組
み
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
︒
し
か
し
な

が
ら
︑
労
働
者
の
健
康
を
巡
る
状
況

を
み
る
と
︑
近
年
︑
我
が
国
に
お
い

て
過
労
死
等
が
多
発
し
て
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
な
ど
︑
職
場

に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対

策
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健
康
職

場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

第
１
回
は
︑
静
岡
県
浜
松
市
の
株

式
会
社
ア
ト
ラ
ン
ス
（
渡
辺
次
彦
代

表
取
締
役
社
長
）
に
お
け
る
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
︒

第
１
回　

株
式
会
社
ア
ト
ラ
ン
ス（
静
岡
県
浜
松
市
）

❖
事
業
所
の
現
状
が
分
か
る「
健
康
度
チ
ャ
ー
ト
」

健
康
へ
の
取
り
組
み
を
保
健
師
に
宣
言

❖
再
検
査
・
受
診
を
促
す
通
知
書
を
発
出

毎
日
の
点
呼
を
通
じ
健
康
の
価
値
再
認
識

❖「
健
康
経
営
優
良
法
人
」に
初
め
て
認
定

新
年
度
は
生
活
リ
ズ
ム
改
善
に
取
り
組
む

　

同
社
で
は
︑
健
康
職
場
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
を
一
層

加
速
さ
せ
て
い
く
︒
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
は
︑﹁
再
検

査
・
医
師
へ
の
受
診
が
必
要

な
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
﹂で
あ
る
︒

　

再
検
査
・
受
診
が
必
要
な

人
に
対
し
て
は
︑
健
診
結
果

が
出
た
段
階
で
医
療
機
関
へ

の
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
た
︒

再
検
査
・
受
診
が
必
要
な
人

の
リ
ス
ト
を
作
成
し
︑
一
人

ひ
と
り
に
説
得
し
て
い
っ
た

が
︑
口
頭
で
受
診
を
呼
び
か

け
て
も
︑﹁
忙
し
い
﹂﹁
面
倒

だ
﹂
な
ど
を
理
由
に
結
局
放

置
し
て
し
ま
い
︑
次
年
度
の

健
診
で
も
同
じ
項
目
が
指
摘

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
か

っ
た
と
い
う
︒

　

そ
こ
で
︑
同
社
で
は
再
検

査
や
受
診
が
必
要
な
人
に
対

し
て
︑
再
検
査
・
受
診
を
勧

め
る
通
知
書
を
出
し
︑
確
実

株式会社アトランス
会社所在地	 静岡県浜松市東区中里町 639
資本金	 1,000 万円
設　立	 昭和 54 年 4月1日
従業員数	 48 人（うちドライバー42 人）
車両数	 40 台

保健師との面談では社員が保健師に対し「健康への取り組み」を宣言する

喫煙所を設置し社内の完全分煙化に踏み切った

社員の健康への意識を向上させる点呼時の健康チェック

渡辺　次彦
代表取締役社長

「
経
営
は
、
社
員
の
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ
」　

協
会
け
ん
ぽ
と
連
携
し
社
員
の
健
康
意
識
を
向
上

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

リスク保有率の比較

全国平均

メタボリックシンドロームの
リスク保有率 腹囲リスク

リスク保有率の比較

生活習慣の比較

血圧リスク 代謝リスク 脂質リスク 喫煙者の割合
（参考）

静岡県

25年度
御社

26年度

26年度　順位

同業態平均（静岡県）

メタボリックリスク 腹囲リスク 血圧リスク

静
岡
県

同
業
態
平
均

25
年
度

26
年
度

代謝リスク 脂質リスク 喫煙（参考）

静岡県

同業態平均

◇各項目の説明
30分以上の軽く汗をかく運動を週2回以上かつ1年以上行っている。　→　「いいえ」の該当率
人と比較して食べる速度が速い。　→　「いいえ」の該当率
夕食後に夜食・間食をとることが週に3回以上ある。　→　「はい」の該当率
朝食を抜くことが週に3回以上ある。　→　「はい」の該当率
お酒を飲む頻度　→「毎日」の該当率
睡眠で休養が十分とれている。　→　「いいえ」の該当率

御社

図　事業所健康度チャート（一部、サンプル）

※�協会けんぽでは、中小企業が健康づくりに取り組むための鍵となる「事業主の
健康づくり意識の醸成」のために、「事業所健康度診断」（事業所ごとの健診
結果・医療費を全県・同業種間で比較したもの）を活用しオーダーメード的な
健康情報を提供している。なお、事業所に対して提供されるデータの様式等は、
協会けんぽ各支部によって一部異なる。

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して
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ミスの多い従業員に退職
勧奨をする場合の留意事
項は

︻
解
説
︼
退
職
勧
奨
は
︑
使
用
者
側

か
ら
の
労
働
契
約
の
合
意
解
約
の
申
し

入
れ
で
あ
り
︑
解
雇
と
違
い
︑
あ
く
ま

で
も
﹁
合
意
に
基
づ
く
任
意
退
職
﹂
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑
何
と
い
っ
て
も
︑

ま
ず
︑
合
意
を
と
る
こ
と
が
前
提
に
な

り
ま
す
︒
と
は
い
え
︑
本
人
が
素
直
に

﹁
は
い
︑
分
か
り
ま
し
た
﹂
と
い
っ
て

応
じ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
︑
多

Ａ�

強
要
に
な
ら
な
い
か
た
ち
で

説
得
し
、
あ
く
ま
で
も
合
意

解
約
に

　

ミ
ス
が
多
く
、
取
引
先
等
と
の

ト
ラ
ブ
ル
の
絶
え
な
い
渉
外
担
当

に
手
を
焼
い
て
い
ま
す
。
う
ま
く

辞
め
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
退
職
勧
奨
に
あ
た
っ
て
の
留

意
事
項
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

く
の
場
合
︑
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い

と
い
う
の
が
相
場
で
し
ょ
う
︒
で
は
︑

ど
の
程
度
ま
で
の
説
得
が
許
さ
れ
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
︑
判
例
を

み
る
と
︑
使
用
者
側
か
ら
上
司
を
通

じ
相
当
強
力
な
勧
奨
を
行
っ
た
場
合

で
も
︑
本
人
が
こ
れ
に
応
じ
て
退
職

願
を
出
し
て
退
職
す
れ
ば
問
題
は
な

い
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
︒
要
す
る
に

不
服
で
あ
れ
ば
︑﹁
こ
れ
に
応
じ
な
け

れ
ば
よ
い
﹂
の
で
あ
り
︑
い
っ
た
ん
応

じ
て
退
職
願
を
提
出
し
た
以
上
は
︑

提
出
し
た
こ
と
が
承
諾
と
な
り
︑
雇

用
契
約
の
合
意
解
約
が
成
立
す
る
と

い
う
わ
け
で
す
︒

　

し
か
し
︑
そ
う
は
い
っ
て
も
行
き
過

ぎ
れ
ば
︑﹁
自
由
意
思
に
よ
ら
ず
︑
強

制
さ
れ
た
真
意
に
基
づ
か
な
い
退
職

願
の
提
出
﹂
と
し
て
無
効
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
︒
例
え
ば
︑
最
高
裁
の
判
例

（
昭
和
55
年
︑
下
関
商
業
高
校
事
件
）

で
は
︑退
職
勧
奨
が
職
務
命
令
と
し
て
︑

十
数
回
に
わ
た
り
強
硬
に
な
さ
れ
た

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
﹁
職
務
関
係
を
利
用

し
た
不
当
な
退
職
勧
奨
と
し
て
違
法

性
を
帯
び
る
﹂
と
し
︑
本
人
が
退
職

す
る
意
思
が
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と

表
明
し
た
段
階
で
︑﹁
新
た
な
退
職
条

件
を
提
示
す
る
な
ど
特
段
の
事
情
で

も
な
い
限
り
︑
い
っ
た
ん
勧
奨
を
中
断

し
て
時
期
を
改
め
る
べ
き
﹂
だ
と
し
て

い
ま
す
︒
そ
し
て
︑﹁
被
勧
奨
者
に
心

理
的
圧
力
を
加
え
て
強
要
し
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
﹂
と
不
法
行
為
を
認

定
し
ま
し
た
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
あ
る
程
度
強
く
説

得
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
し
て
も
︑

そ
れ
で
も
本
人
に
退
職
す
る
意
思
が

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
ら
︑
結
局
︑

無
理
は
す
る
な
と
い
う
こ
と
で
す
︒
そ

れ
で
は
︑
無
理
の
な
い
範
囲
と
は
ど
の

程
度
を
い
う
の
か
︑
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
︒前
記
最
高
裁
判
例
に
よ
る
と
︑

説
得
の
回
数
が
３
か
月
間
に
計
13
回
︑

１
回
当
た
り
20
分
か
ら
２
時
間
強
︑

説
得
に
あ
た
っ
た
人
数
は
多
い
と
き
で

４
人
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑
こ
れ
ら

が
参
考
に
な
り
ま
す
︒

　

つ
ま
り
︑
説
得
の
時
間
は
で
き
る

だ
け
短
く
︑
長
く
て
も
20
分
か
30
分

程
度
︒
説
得
す
る
人
数
も
︑
や
は
り

寄
っ
て
た
か
っ
て
と
い
う
か
た
ち
に
な

る
の
は
ま
ず
い
で
し
ょ
う
か
ら
︑
で
き

る
だ
け
人
数
を
絞
り
威
圧
感
を
与
え

な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

１
人
か
２
人
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
︒

さ
ら
に
︑
強
要
に
な
ら
な
い
よ
う
本

人
が
嫌
な
ら
い
つ
で
も
退
席
で
き
る
よ

う
に
し
︑
そ
れ
で
も
︑
明
確
に
拒
否

さ
れ
た
ら
そ
こ
で
即
中
止
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
︒

　

以
上
が
︑
判
例
か
ら
得
ら
れ
る
許

容
範
囲
の
イ
メ
ー
ジ
か
と
思
い
ま
す
が
︑

こ
れ
も
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
と
い
う
こ

と
で
す
︒
人
の
心
は
︑
他
人
に
は
推

し
測
れ
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

あ
く
ま
で
も
説
得
に
努
め
る
こ
と
が

肝
要
だ
と
い
え
ま
す
︒
仮
に
︑
取
引

先
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
︑
そ
れ
を
示
す
苦
情
の
記

録
や
受
注
の
減
少
な
ど
会
社
が
実
際

に
被
っ
た
損
害
な
ど
︑
本
人
の
問
題

点
を
具
体
的
・
客
観
的
に
指
摘
で
き

る
説
明
資
料
に
つ
い
て
も
︑
事
前
の
周

到
な
準
備
が
必
要
で
し
ょ
う
︒

○自主行動計画の目的は、適正取引推進、生産性向上、長時間労働抑制の実現
○取組事業者は全ト協物流ネットワーク委員会を構成する 19事業者
○19事業者等は、本年６月末までに自社の自主行動計画を策定し取り組む
○全ト協は、19事業者等の計画の進捗状況を毎年評価

自主行動計画における重点課題に対する取組事項

適正取引推進に向けた
重点課題に対する取組

荷主と下請運送事業者
の協働による課題解決
に向けた取組

トラック運送業における
適正取引確保に向けた
ガイドラインの遵守

１．コスト負担の適正化に関する取組（6項目）

２．運賃・料金の決定方法の適正化に関する取組（6項目）

３．契約書面化推進に関する取組（10項目）

４．支払条件の適正化に関する取組（4項目）

◎   トラック運送業における下請・荷主適正取引推進ガイドライン

◎   トラック運送業における書面化推進ガイドライン

◎   トラック運送業における燃料サーチャージ緊急ガイドライン

◎   安全運行パートナーシップ･ガイドライン　他

●再発防止と改善方策の立案
●評価結果を踏まえた取組の明確化

●主に19事業者は適正取引推進、生産性向上、長
時間労働抑制に向けた取組事項を実施
●実施に向けた組織体制、人材育成、セルフチェッ
ク等、実施体制を整備

●各事業者はセルフチェックの実施
●全ト協による取組状況のチェック・評価

１．多層化取引に係る取引適正化に関する取組（６項目）

２．改善基準告示の遵守及び長時間労働抑制に関する取組（５項目）

３．生産性向上（付加価値向上）に関する取組（４項目）

Plan→Do→Check→Action による自主行動計画の取組推進

自主行動計画の策定Plan 取組事項の実施Do

取組のチェック、評価Check改善課題と方向性を検討Action

●全ト協「自主行動計画」を踏まえ、各事業
者は独自の「自主行動計画」を策定
●上記取組事項等を全て網羅

　全日本トラック協会（星野良三会長）は、3月9日に
開催した第169回理事会において「トラック運送業にお
ける適正取引推進、生産性向上及び長時間労働抑制
に向けた自主行動計画」を承認した。本計画は、昨年
11月22日に根本幸典国土交通大臣政務官からの要請を
受け、全ト協物流ネットワーク委員会において取りまとめ
たもの。
　今般、策定された自主行動計画については、⑴適正
取引推進に向けた取り組みとして「附帯作業・荷待ち・
高速道路料金等の負担に関するルールの明確化や、下
請事業者との取引について、原則100％の書面化」⑵多
層化構造の改善として「全ての取引について原則２次下
請までに制限や、改善基準告示違反の可能性のある運

送は、下請事業者への依頼を禁止」⑶荷主と下請運送
事業者の協働による課題解決に向けた取り組みとして、
「発着荷主や下請運送事業者と連携し、附帯作業や荷
待ち時間等の業務改善」など、全41の具体的な取組事
項について、取り組むための計画内容となっている。
　今後、同委員会に属する元請運送事業者となり得る
大手19事業者が本計画内容を全て網羅した各者独自の
自主行動計画を、本年6月末までに作成し、着実に実施
していただくとともに、他の大手運送事業者にも率先し
て実施するよう働きかけを行っていくこととしている。
　同概要および自主行動計画全文は、全ト協ホームペ
ージからダウンロードすることができる。

トラック運送業における適正取引推進、生産性向上
及び長時間労働抑制に向けた自主行動計画 （概要）

適正取引推進に向けた重点課題に対する取組
１．コスト負担の適正化
◦下請運送事業者との取引における附帯作業料、車両留
置料、燃料上昇分、高速道路料金等、その他のコスト
負担について費用負担を明確にし、書面化を実施する。
◦下請運送事業者が適正運賃・料金を収受できるよう、荷
主に対して必要コスト負担について申し入れ、運送・取
引条件の見直し提案などの協議を実施する。

２．運賃・料金の決定方法の適正化
◦下請運送事業者とは、運賃・料金の設定をはじめ、運
送・取引条件について十分な協議を実施する。

◦燃料サーチャージ、高速道路料金、フェリー利用料金等
については、実運送事業者が収受すべきものであるため、
自社が運送を委託した下請運送事業者から実運送事業
者への支払いが確実になされているかを、書面化等で取
り決めを行っているか等により確認する。

３．契約書面化推進
◦下請運送事業者との契約書面化率を把握し、契約書面化率
の向上を図る。下請運送事業者とは少なくとも基本契約書
を締結するなど、原則100％の書面化を実施する。
◦荷主との契約書面化率を把握し、契約書面化を高めるよ
う、契約書面化を荷主に対して申し入れする。
◦実態と契約内容が整合していない場合、契約内容の見
直しを実施する。

４．支払い条件の適正化
◦下請運送事業者への運賃・料金の代金支払いについて
は、可能な限り現金払いとするために、現金化比率の改
善に努める。
◦下請代金の支払いに係る手形等のサイトについては、120
日以内とすることは当然として、段階的に短縮に努める
こととし、将来的には60日以内とするよう努める。

荷主と下請運送事業者の協働による
課題解決に向けた取組事項

１．多層化取引に係る取引適正化
◦「元請責任」として、現場における運送・取引条件が変
更となった場合の運賃・料金の変更協議、必要コストの
負担、改善基準告示の遵守に向けた協力等、元請事業
者として求められる方策に取り組む。
◦下請運送事業者の選定に当たり、安全性優良事業所（Ｇ
マーク）の認定取得等の安全性、貨物自動車運送事業法、
下請法、労働基準法、改善基準告示等の関係法令の遵
守状況、社会保険の加入状況、交通事故発生件数等に
ついて把握し、評価のうえ、取引先を選定する。
◦適正取引確保や安全義務の観点から、全ての取引につ
いて、原則、２次下請までに制限する（荷主→元請→１
次下請→２次下請）。
◦改善基準告示違反の可能性があることを理由に、自社
運行せずに下請運送事業者に対して運送依頼すること
を禁止する。

２．改善基準告示の遵守及び長時間労働抑制
◦荷主からの運送依頼を受ける時点で、改善基準告示を
遵守できるかどうか確認するとともに、改善基準告示の
遵守に向けた措置を講じる。

◦改善基準告示を遵守できない事例が確認された場合に
は、下請運送事業者と原因分析、改善策の検討を行い、
その結果を踏まえ発着荷主との協議を実施する。

３．生産性向上（付加価値向上）
◦実運送事業者における運送時間、附帯作業時間、待機
時間等を分析し、業務における問題・課題を明らかにす
るなどして、生産性向上に向けた改善活動を継続して実
施する。

◦運送・取引条件を決定する権限のある荷主を特定し、生
産性向上に向けた役割分担を明確にしながら、パートナ
ーシップを基盤に改善活動に取り組む。

全
ト
協



平成29年（2017年）4月1日 （6）第2082号（第3種郵便物認可）

　

北
越
急
行
ほ
く
ほ
く
線

は
︑
新
潟
県
南
魚
沼
市
に
あ

る
六
日
町
駅
と
上
越
市
に
あ

る
犀さ

い
が
た潟
駅
を
結
ぶ
︑
全
長
59

・
５
㌔
㍍
の
路
線
で
あ
る
︒

か
つ
て
は
最
高
時
速
１
６
０

㌔
㍍
を
誇
る
特
急
﹁
は
く
た

か
号
﹂
が
走
り
︑
首
都
圏
と

新
潟
県
上
越
地
域
や
北
陸
地

方
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
動
脈

と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
︑

27
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
金

沢
延
伸
に
伴
い
︑
現
在
で
は

主
に
地
域
輸
送
を
担
っ
て
い

る
︒

　

さ
て
︑
同
事
業
が
行
わ
れ

る
の
は
︑
佐
川
急
便
六
日
町

営
業
所
の
最
寄
駅
と
な
る
六

日
町
駅
か
ら
︑
同
上
越
営
業

所
に
近
い
う
ら
が
わ
ら
駅

（
上
越
市
）
ま
で
の
46
・
８

㌔
㍍
の
区
間
で
あ
る
（
図
）︒

　

同
区
間
は
︑
魚
沼
丘
陵
や

東
頸
城
丘
陵
な
ど
か
ら
な
る

山
間
部
で
︑
同
線
と
並
行
す

る
国
道
２
５
３
号
は
カ
ー
ブ

や
急
勾
配
が
多
く
み
ら
れ

る
︒
ま
た
︑
南
魚
沼
市
と
十

日
町
市
の
間
に
あ
る
八は

っ

か箇
峠

は
大
雨
が
降
っ
た
際
に
は
通

行
止
め
と
な
る
ほ
か
︑
冬
期

に
は
積
雪
に
よ
る
幅
員
減
少

や
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事

故
な
ど
︑
さ
ら
な
る
交
通
障

害
が
発
生
す
る
︒
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
︑
渋
滞
な
ど
に
よ

る
到
着
遅
延
が
多
く
み
ら

れ
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
定
時

運
行
が
難
し
い
エ
リ
ア
で
あ

る
と
い
え
よ
う
︒
一
方
︑
同

線
は
数
々
の
山
を
長
大
ト
ン

ネ
ル
で
直
線
的
に
貫
い
て
お

り
︑
高
速
運
転
も
可
能
で
あ

る
（
現
在
の
最
高
速
度
は
時

速
１
１
０
㌔
㍍
）︒
ま
た
︑

雪
害
対
策
も
万
全
に
行
わ
れ

て
い
る
た
め
︑
輸
送
障
害
の

心
配
は
少
な
い
︒

　

同
線
を
走
行
す
る
車
両
は

﹁
Ｈ
Ｋ
１
０
０
形
﹂（
12
両

保
有
）
で
︑
１
両
ま
た
は
２

両
編
成
で
の
ワ
ン
マ
ン
運
転

を
基
本
と
し
て
い
る
︒
同
事

業
に
お
い
て
は
︑
一
部
の
イ
ベ

ン
ト
用
車
両
４
両
は
車
両
の

構
造
上
カ
ー
ゴ
１
台
し
か
積

め
な
い
た
め
な
る
べ
く
使
用

は
せ
ず
︑
一
般
車
両
８
両
を

使
用
す
る
︒

　

佐
川
急
便
六
日
町
営
業
所

で
は
︑
宅
配
便
な
ど
の
荷
物

を
専
用
カ
ー
ゴ
に
積
み
込

み
︑
ト
ラ
ッ
ク
で
六
日
町
駅

東
口
ま
で
輸
送
す
る
︒
カ
ー

ゴ
に
は
︑
１
台
当
た
り
２
０

０
㌔
㌘
の
荷
物
が
積
載
可
能

で
あ
る
︒

　

佐
川
急
便
の
セ
ー
ル
ス
ド

ラ
イ
バ
ー
は
︑
駅
構
内
の
エ

レ
ベ
ー
タ
を
使
い
︑
荷
物
を

同
線
ホ
ー
ム
ま
で
運
ん
で
い

く
︒
貨
客
混
載
輸
送
は
表
に

示
し
た
通
り
夜
間
に
行
わ
れ

る
が
︑
駅
構
内
に
は
旅
客
が

い
る
た
め
︑
セ
ー
ル
ス
ド
ラ

イ
バ
ー
は
駅
構
内
で
は
特
に

慎
重
に
カ
ー
ゴ
を
運
ぶ
︒
万

が
一
カ
ー
ゴ
が
旅
客
に
当
た

っ
た
場
合
に
ケ
ガ
を
し
な
い

　

同
事
業
実
施
の
経
緯
に
つ

い
て
聞
く
と
︑
こ
れ
ま
で
の

両
社
の
付
き
合
い
の
中
で
︑

﹁
地
元
に
密
着
し
た
鉄
道
会

社
と
し
て
︑
新
潟
県
下
で
新

た
な
取
り
組
み
を
行
い
た
い
﹂

と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
︑

１
年
ほ
ど
前
か
ら
同
事
業
の

実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
始

め
た
と
い
う
︒
佐
川
急
便
に

と
っ
て
は
︑
列
車
を
使
っ
て
の

貨
客
混
載
輸
送
は
初
め
て
の

ず
︑
カ
ー
ゴ
だ
け
が
列
車
で

運
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
20

時
50
分
に
列
車
が
う
ら
が
わ

ら
駅
に
到
着
す
る
と
︑
駅
で

待
っ
て
い
た
佐
川
急
便
上
越

営
業
所
の
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
が
カ
ー
ゴ
を
列
車
か
ら

降
ろ
し
︑
駅
の
外
の
ト
ラ
ッ

ク
に
カ
ー
ゴ
を
積
載
し
て
上

越
営
業
所
ま
で
運
ぶ
こ
と
に

な
る
︒

　

一
方
︑
21
時
06
分
に
は
う

ら
が
わ
ら
駅
に
上
り
列
車
が

到
着
す
る
︒
上
越
営
業
所
の

セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

六
日
町
営
業
所
向
け
の
荷
物

を
積
載
し
た
２
台
の
カ
ー
ゴ

を
列
車
に
積
み
込
む
︒
21
時

09
分
に
上
り
列
車
は
う
ら
が

わ
ら
駅
を
出
発
︒
21
時
48
分

に
六
日
町
駅
に
列
車
が
到
着

す
る
と
︑
六
日
町
営
業
所
の

セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
が
列

車
か
ら
カ
ー
ゴ
を
降
ろ
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
で
六
日
町
営
業
所

ま
で
輸
送
す
る
の
で
あ
る
︒

　

先
に
述
べ
た
通
り
︑
六
日

町
営
業
所
と
上
越
営
業
所
を

結
ぶ
国
道
２
５
３
号
は
隘あ

い

路

と
な
っ
て
お
り
︑
通
行
止
め

に
な
っ
た
際
に
は
遠
回
り
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま

う
︒
両
営
業
所
間
の
輸
送
を

同
線
に
よ
る
貨
客
混
載
輸
送

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
︑
安

定
輸
送
を
実
現
で
き
る
ば
か

り
で
な
く
︑
労
働
力
不
足
の

危
機
に
あ
る
運
送
会
社
に
と

っ
て
は
輸
送
効
率
の
向
上
に

も
繋
が
る
の
で
あ
る
︒

こ
と
で
あ
る
た
め
︑
旅
客
輸

送
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
中
で
︑

北
越
急
行
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
同
事
業
を
形
に
し
て

い
っ
た
の
だ
と
い
う
︒

　

鉄
道
旅
客
輸
送
に
と
っ
て

最
も
大
事
な
の
は
︑﹁
鉄
道

を
利
用
す
る
旅
客
の
安
全
を

守
り
な
が
ら
︑
定
時
運
行
を

行
う
﹂
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の

た
め
︑
佐
川
急
便
で
は
セ
ー

ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
を
徹

底
さ
せ
︑
駅
構
内
で
の
カ
ー

ゴ
移
動
時
は
も
ち
ろ
ん
︑
カ

ー
ゴ
を
し
っ
か
り
と
固
定
さ

せ
て
列
車
輸
送
時
に
動
か
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
︑
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
鉄
道
利
用
客

の
安
全
を
最
優
先
さ
せ
る
形

で
︑
北
越
急
行
と
連
携
し
な

が
ら
同
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
︒

　

列
車
内
に
お
け
る
安
全
性

を
確
認
す
る
た
め
に
︑
北

よ
う
に
︑
カ
ー
ゴ
の
角
と
な

る
部
分
を
丸
く
す
る
な
ど
の

対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
︒
駅

の
ホ
ー
ム
に
は
水
は
け
な
ど

を
考
慮
し
て
傾
斜
が
設
け
ら

れ
て
い
る
が
︑
荷
物
を
積
ん

だ
重
い
カ
ー
ゴ
が
傾
斜
に
よ

っ
て
転
落
・
転
倒
し
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
︑
セ
ー
ル
ス
ド

ラ
イ
バ
ー
が
カ
ー
ゴ
か
ら
手

を
離
し
た
際
に
は
ロ
ッ
ク
が

か
か
り
︑
カ
ー
ゴ
が
一
人
で

走
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
し

た
︒

　

貨
客
混
載
輸
送
を
行
う
列

車
は
︑
カ
ー
ゴ
の
積
み
込
み

・
積
み
降
ろ
し
を
す
る
駅
で

は
︑
今
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
よ
り
列
車
の
停
車
時
間

を
３
分
確
保
し
た
︒
こ
の
３

分
の
間
に
︑
佐
川
急
便
の
セ

ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
が
カ
ー

ゴ
を
積
載
し
︑
車
い
す
ス
ペ

ー
ス
に
カ
ー
ゴ
を
２
台
据
え

付
け
る
︒
２
両
編
成
の
列
車

で
は
同
ス
ペ
ー
ス
が
２
か
所

設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
１

か
所
を
貨
客
混
載
輸
送
で
使

っ
た
と
し
て
も
︑
も
う
１
か

所
は
車
い
す
利
用
者
の
た
め

に
確
保
さ
れ
る
︒

　

旅
客
列
車
で
荷
物
を
輸
送

す
る
に
あ
た
り
︑
専
用
カ
ー

ゴ
に
は
様
々
な
仕
組
み
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
︒
列
車

に
乗
車
し
て
い
る
不
特
定
多

数
の
旅
客
が
︑
荷
物
に
貼
ら

れ
た
伝
票
を
見
た
り
︑
荷
物

を
持
っ
て
い
っ
た
り
で
き
な
い

よ
う
︑
カ
ー
ゴ
の
中
身
が
外

か
ら
分
か
ら
な
い
よ
う
に
し

た
︒
ま
た
︑
列
車
が
急
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
た
際
に
カ
ー
ゴ

が
動
き
出
し
︑
旅
客
に
接
触

し
て
ケ
ガ
を
さ
せ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
︑
列
車
内
で
は
カ

ー
ゴ
を
ラ
ッ
シ
ン
グ
ベ
ル
ト

で
固
定
さ
せ
て
い
る
︒
そ
の

た
め
︑
車
両
に
は
新
た
に
ラ

ッ
シ
ン
グ
レ
ー
ル
を
取
り
付

け
た
︒

　

20
時
13
分
︑
２
台
の
カ
ー

ゴ
を
積
載
し
た
同
線
の
下
り

列
車
が
六
日
町
駅
を
出
発
す

る
︒
列
車
で
カ
ー
ゴ
を
運
ん

で
い
る
際
に
は
︑
佐
川
急
便

の
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は

列
車
に
同
乗
し
な
い
︒
ま
た
︑

列
車
を
運
行
す
る
北
越
急
行

の
社
員
も
同
乗
せ
ず
︑
列
車

に
乗
っ
て
い
る
の
は
ワ
ン
マ
ン

列
車
の
運
転
士
だ
け
で
あ
る
︒

つ
ま
り
︑
列
車
内
に
は
荷
物

輸
送
に
あ
た
る
要
員
は
お
ら

　

佐
川
急
便
株
式
会
社
（
荒
木
秀
夫
代
表

取
締
役
社
長
）
は
平
成
28
年
６
月
︑
新
潟

県
内
で
鉄
道
事
業
を
展
開
し
て
い
る
北
越

急
行
株
式
会
社
（
渡
邉
正
幸
代
表
取
締

役
社
長
）と
貨
客
混
載
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
を
合
意
︒
実
証
実
験
を
経
て
︑
こ
の

春
か
ら
同
事
業
が
本
格
的
に
動
き
出
す
︒

　

佐
川
急
便
の
幹
線
輸
送
に
北
越
急
行
の

旅
客
列
車
を
利
用
す
る
こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
効
率
化
に
大
き
く
資
す
る
同
事

業
︒
実
施
の
ね
ら
い
等
に
つ
い
て
︑
両
社

の
担
当
者
に
聞
い
た
︒

新潟県の豪雪地帯を高速で走行する北越急行ほくほく線の列車内に、佐
川急便の専用カーゴが積載される

①
六
日
町
駅
に
専
用
カ
ー
ゴ
を
積
み
込

ん
だ
佐
川
急
便
の
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着

②
カ
ー
ゴ
を
ホ
ー
ム
ま
で
輸
送
。
旅
客
が

い
る
た
め
慎
重
に
カ
ー
ゴ
を
運
び
入
れ
る

③
列
車
内
の
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
に
ラ
ッ

シ
ン
グ
レ
ー
ル
（
矢
印
）
を
取
り
付
け
た

⑥
カ
ー
ゴ
の
上
部
を
固
定
す
る
と
、
専

用
カ
ー
ゴ
の
積
み
込
み
作
業
は
終
わ
る

⑤
列
車
内
で
の
転
動
防
止
の
た
め
カ
ー

ゴ
を
ラ
ッ
シ
ン
グ
ベ
ル
ト
で
固
定
す
る

④
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
に
は
カ
ー
ゴ
を

２
台
据
え
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

磯部正昭
北越急行㈱取締役運輸部長

萩原健二
佐川急便㈱営業部営業課課長

表　貨客混載輸送を行う列車
下り 上り
854M 列車番号 857M
20:10 着

六日町駅
20:13 発 21:48 着
↓ ↑

20:50 着 うらがわら
駅

21:09 発
20:53 発 21:06 着

《貨客混載輸送フォトリポート》

佐渡ヶ島 新潟

長岡

越後川口

越後湯沢

高崎
信越本線しなの鉄道

北陸新幹線

京都

大阪

JR
バス

大宮

上野

東京

東
北
新
幹
線

上
越
新
幹
線六

日
町

六日町

魚
沼
丘
陵

美
佐
島

し
ん
ざ

十
日
町

ま
つ
だ
い

ほ
く
ほ
く
大
島

大
池
い
こ
い
の
森

く
び
き

犀
潟

犀潟

う
ら
が
わ
ら

虫
川
大
杉

飯
山
線

十
日
町まつだい

う
ら
が
わ
ら

佐川急便
上越営業所

トラック

トラック

佐川急便
六日町営業所

上
越
線

横
川軽

井
沢

篠
ノ
井長

野

信越本線

北陸本線

金沢

富山

直江津

豊野
上越妙高

えちごトキめき鉄道
あいの風とやま鉄道あいの風とやま鉄道

IR いしかわ鉄道IR いしかわ鉄道

日本海

能登半島

ほくほく線

ほくほく線
魚
沼
丘
陵

魚
沼
丘
陵

東
頸
城
丘
陵

東
頸
城
丘
陵

図１　北越急行ほくほく線の概要

図２　貨客混載輸送のルート

①

②

③

④

⑤

⑥

⬆

旅
客
列
車
を
利
用
し
、
新
た
な
貨
物
輸
送
モ
ー
ド
の
確
立
へ

「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
さ
ら
な
る
効
率
化
を
図
る
た
め
に
」

山
間
部
を
高
速
で
走
る
ほ
く
ほ
く
線

貨
客
混
載
で
安
定
的
な
幹
線
輸
送
を
実
現

何
よ
り
も
大
事
な
の
は
「
輸
送
の
安
全
」

運
送
会
社
・
鉄
道
会
社
が
連
携
し
取
り
組
む

佐
川
急
便
・
北
越
急
行 

♦ 

貨
客
混
載
事
業
今
年
春
ス
タ
ー
ト

　人手不足が深刻化するトラック輸送業界で、
現在、長時間労働抑制や生産性向上、省力化
の促進など様々な観点からその打開策が探られ
ています。
　本特集では、鉄道やバスを使用した貨客混載
輸送などを中心に、トラック運送事業者における
生産性向上の取り組みについて紹介します。

トラック運送業界における
生産性向上を目指して
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食
　
文
　
化

［第24回］

104「
魚
食
文
化
の
道
②
」 

花
見
ど
き
の｢
桜
鯛｣

　

魚
の
王
様
は
鯛
︒
姿
形
は

美
し
い
し
︑
赤
い
色
は
め
で

た
い
︒
刺
身
に
よ
く
︑
煮
て

も
焼
い
て
も
お
い
し
く
︑
た

と
え
腐
っ
て
も
鯛
は
鯛
だ
︒

﹁
人
は
武
士
︑
柱
は
檜ひ

の
き

︑
魚

は
鯛
﹂
と
も
い
う
︒
ま
た
︑

七
福
神
の
恵
比
寿
さ
ま
は
釣

り
竿
を
持
ち
︑
鯛
を
抱
え
て

恵
比
寿
顔
︒
ご
利
益
は
商
売

繁
盛
︑
豊
年
満
作
︑
大
漁
︒

﹁
ほ
ら
︑
幸
運
を
つ
か
ま
え

た
よ
﹂
と
︑
実
績
を
見
せ
て

い
る
か
ら
説
得
力
が
あ
る
︒

　

さ
て
︑﹁
タ
イ
﹂
と
名
の

付
く
魚
は
ざ
っ
と
２
０
０
種

類
以
上
︒
そ
の
う
ち
タ
イ
科

に
属
す
る
の
は
︑
真
鯛
︑
血

鯛
（
連
子
鯛
）︑
黒
鯛
な
ど

ほ
ん
の
数
種
で
︑あ
と
は
﹃
あ

や
か
り
﹄タ
イ
で
し
か
な
い
︒

　

当
然
︑
真
鯛
だ
け
が
姿
も

関
西
な
ら
明
石
や
鳴
門
が
有

名
産
地
︒
こ
の
海
を
ま
た
ぐ

橋
を
車
で
走
れ
ば
︑
鯛
の
棲

む
海
が
見
下
ろ
せ
る
わ
け
だ
︒

　

一
足
早
く
︑
花
見
寸
前
の

時
季
の
真
鯛
を
い
た
だ
い

た
︒
ま
ず
は
お
造
り
︒
透
き

通
っ
た
白
身
に
︑
ピ
ン
ク
の

部
分
が
ち
ょ
い
と
混
じ
っ
て
い

る
︒
真
鯛
で
な
く
て
は
こ
の

風
格
は
出
て
こ
な
い
︒
わ
さ

　

で
は
︑
い
た
だ
き
ま
す
︒

胸
の
あ
た
り
に
大
胆
に
箸
を

入
れ
て
︑
ひ
と
口
︒
熱
い
白

身
か
ら
ふ
わ
っ
と
海
が
香
り

立
つ
︒淡
白
な
の
に
濃
く
て
︑

あ
っ
さ
り
な
の
に
脂
が
あ
っ

て
︑
塩
味
な
の
に
甘
味
が
あ

っ
て
と
︑
魚
の
王
者
な
ら
で

は
の
お
い
し
さ
だ
っ
た
︒
め4

で
鯛

4

4

そ
の
も
の
だ
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

味
も
飛
び
抜
け
て
す
ば
ら
し

い
︒
な
か
で
も
︑
桜
鯛
が
う

ま
い
︒
花
見
ど
き
の
鯛
と
い

う
意
味
で
︑
ち
ょ
う
ど
産
卵

を
控
え
て
脂
が
の
っ
て
い
る
の

だ
︒
目
の
下
一
尺
︑
つ
ま
り

全
長
40
㌢
㍍
︑
重
さ
２
㌔
㌘

ぐ
ら
い
が
食
べ
頃
だ
︒

　

さ
ら
に
︑
潮
流
が
ぶ
つ
か

る
海
で
育
つ
と
︑
身
が
揉
ま

れ
る
か
ら
さ
ら
に
お
い
し
い
︒

び
を
乗
せ
︑
醤
油
を
ち
ょ
ん

と
つ
け
て
︑
ぱ
く
り
︒
い
い

弾
力
︒
ほ
ん
の
り
甘
い
︒
脂

が
の
っ
て
い
て
︑
う
ま
味
が

濃
い
︒

　

尾
頭
付
き
の
塩
焼
き
は
︑

ぐ
っ
と
体
を
そ
ら
せ
︑
勢
い

に
満
ち
て
い
た
︒
化
粧
塩
が

き
れ
い
で
︑
ど
の
ひ
れ
も
ピ

ン
と
立
っ
て
い
る
か
ら
︑
な

お
さ
ら
迫
力
が
あ
る
︒

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜運転免許編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（法第85条第1項）平成29年3月12
日より、準中型免許が施行され、第一種
の運転免許は9種類となった。なお、これ
以外に牽引車によって重被牽引車をけん
引するときに必要な「牽引免許」がある。

❷ ×（法第85条第2項）準中型免許を取
得すれば、普通自動車も運転できる。 

❸ ×（法第88条第1項第1号）準中型免
許は18歳から取得できる。

❹ ○（施行規則第2条）準中型免許では、
車両総重量7.5トン未満、最大積載量4.5ト
ン未満のトラックを運転できる。

❺ ○（法附則第2条）平成19年6月2日か
ら平成29年3月11日の間に普通免許を取
得している場合は、自動的に「5トン限定
準中型免許」とみなされ、車両総重量5
トン未満、最大積載量3トン未満のトラッ
クを運転できる。また、自動車教習所で
講習を受けるなどにより限定解除をすれ
ば、準中型免許を取得できる。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①狭い道路で対向車の側方を通過しようとすると接触する危
険がありますから、停止して対向車に道を譲るようにしま
すが、道路の左側に寄って道を譲る場合には、看板やひさ
しなどの建造物に十分注意する必要があります｡一般にド
ライバーは上方に対してはあまり注意を払わない傾向が
あります。乗用車であればそれほど問題にはなりませんが、
トラックの場合は車体が高いため、特に左側に寄る時には
上方の状況にもよく目を配り、看板などに衝突する恐れが
ないかどうかを確認する必要があります。その場合、自分
の運転するトラックの車高が頭に入っていなければ、的確
な判断ができませんから、車高をしっかり頭に入れておく
ことが大切です。

②対向車が先に停止して道を譲ってくれた際に進行する場合
には、すれ違い時に対向車との間隔に十分注意するのは
もちろんですが、対向車の後方から出てくるかもしれない
自転車や歩行者にも注意が必要です。対向車の後方から
通行してくる自転車や歩行者は、対向車が左に寄って停止
すると、進路を塞がれるために道路の中央に出てくる恐れ
があるからです。しかも、他の乗用車よりも車高の高いワン
ボックスカーは、その後方の死角も大きくなりますから、発
見が遅れがちになります。したがって、いつでも停止できる
スピード（徐行）で進行することが大切です。なお、対向車
が先に停止して道を譲る合図を送ってくれた場合でも、自
車が停止し対向車を先に行かせるようにするのが望まし
いでしょう。

①このまま進行すると、対向車と接触する危険がありま
す（図１）。
②対向車を避けるために左側に寄り過ぎると、建物の看
板に衝突する危険があります（図２）。
③対向車が停止して道を譲ってくれたので先に進行する
と、対向車の後方から自転車や歩行者が出てきた場合
に衝突する危険があります（図３）。

　あなたは準中型トラックを運転して、セン
ターラインのない狭い道路を走行していま
す。対向車のワンボックスカーが接近してい
ます。この場面にはどのような危険がありま
すか。また、危険を避けるためにはどのよう
な運転をすればよいでしょうか。考えてみま
しょう。

越
急
行
で
は
試
運
転
列
車

を
運
行
し
た
︒
試
行
運
転
で

は
︑﹁
最
高
速
度
１
１
０
㌔
㍍

で
の
走
行
時
に
急
制
動
を
か

け
た
際
に
︑
固
定
し
て
あ
る

カ
ー
ゴ
が
動
き
出
し
て
し
ま

わ
な
い
か
﹂﹁
カ
ー
ゴ
を
ラ
ッ

シ
ン
グ
ベ
ル
ト
で
固
定
し
な

い
状
態
で
車
内
に
積
載
し
て

も
︑
カ
ー
ゴ
が
動
き
出
し
て

し
ま
わ
な
い
か
﹂
な
ど
を
確

認
︒
そ
の
結
果
︑
安
全
性
に

は
問
題
が
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
︒

　

同
線
は
︑
一
般
の
鉄
道
よ

り
高
規
格
な
運
転
設
備
が
備

え
ら
れ
て
お
り
︑
冬
の
豪
雪

時
で
あ
っ
て
も
運
転
見
合
わ

せ
と
い
っ
た
輸
送
障
害
は
少

な
い
︒
両
社
で
は
不
測
の
事

態
に
備
え
︑
北
越
急
行
の
指

令
所
と
佐
川
急
便
の
２
営
業

所
間
で
の
連
絡
体
制
を
整

備
︒
も
し
︑
何
ら
か
の
理
由

で
同
線
の
運
行
が
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
︑
北
越
急

行
の
運
転
士
か
ら
北
越
急
行

の
指
令
所
を
経
由
し
て
佐
川

急
便
の
営
業
所
に
連
絡
を
行

い
︑
急
遽
鉄
道
輸
送
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
切
り
替
え
る

な
ど
︑
状
況
に
応
じ
て
素
早

く
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
運
送
事
業
者
に

と
っ
て
は
︑
カ
ー
ゴ
は
乗
客

が
触
れ
ら
れ
る
場
所
に
据
え

付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
カ

ー
ゴ
の
中
の
荷
物
の
滅
失
﹂

が
心
配
さ
れ
る
︒
列
車
は
ワ

ン
マ
ン
運
転
で
あ
り
︑
列
車

の
運
転
士
は
四
六
時
中
カ
ー

ゴ
を
監
視
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
︒
そ
の
た
め
︑
運
転

席
に
は
車
内
の
様
子
を
見
渡

せ
る
ミ
ラ
ー
が
付
い
て
お
り
︑

も
し
カ
ー
ゴ
に
い
た
ず
ら
を

し
て
い
る
乗
客
が
い
る
場
合

に
は
車
内
放
送
な
ど
で
注
意

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒な
お
︑

万
が
一
列
車
に
よ
る
輸
送
時

に
荷
物
が
な
く
な
っ
た
場
合

に
は
︑
佐
川
急
便
が
責
任
を

取
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
い
う
︒

　

旅
客
の
視
点
で
考
え
る

と
︑
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

大
き
な
カ
ー
ゴ
が
︑
同
事
業

が
始
ま
る
春
以
降
に
は
︑
駅

構
内
や
列
車
内
で
目
の
前
に

現
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
北
越

急
行
と
し
て
は
︑
本
実
施
の

一
週
間
前
か
ら
沿
線
向
け
の

Ｐ
Ｒ
活
動
の
中
で
同
事
業
を

取
り
上
げ
︑﹁
同
事
業
を
通

じ
て
北
越
急
行
は
地
域
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
る
﹂
こ
と
︑

そ
し
て
﹁
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

に
伴
う
環
境
負
荷
低
減
﹂
の

効
果
を
併
せ
て
紹
介
し
な
が

ら
︑
同
事
業
実
施
へ
の
理
解

を
呼
び
か
け
る
と
い
う
︒

　

最
後
に
︑
両
社
の
担
当
者

に
︑
同
事
業
へ
の
思
い
に
つ
い

て
聞
い
た
︒

　
﹁
地
域
に
貢
献
で
き
る
新

し
い
取
り
組
み
と
し
て
︑
同

事
業
実
施
に
向
け
１
年
以
上

に
わ
た
り
佐
川
急
便
様
と
協

力
し
て
き
ま
し
た
︒
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
も
ど
の
程
度
寄
与
で

き
る
か
︑
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
︒
今
回
の
取
り
組
み

が
突
破
口
と
な
り
︑
当
社
以

外
の
様
々
な
鉄
道
会
社
に
も

貨
客
混
載
輸
送
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
で
︑
よ
り
大
き
な

効
果
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
︒
社
会
貢
献

に
繋
が
る
大
き
な
一
歩
と
し

て
︑
今
回
の
取
り
組
み
を
ぜ

ひ
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
﹂（
北
越
急
行
㈱　

磯
部
正
昭
取
締
役
運
輸
部
長
）

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
苦

し
ん
で
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
と
っ
て
︑
貨
客
混
載

輸
送
は
今
後
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
春
か

ら
の
同
事
業
実
施
以
降
に
出

て
く
る
︑
当
地
で
の
課
題
を

解
決
さ
せ
て
い
き
な
が
ら
︑

北
越
急
行
様
と
連
携
し
︑
安

定
輸
送
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
︒
当
地
で
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
新
し
い

輸
送
モ
ー
ド
を
構
築
し
︑
水

平
展
開
す
る
こ
と
で
輸
送
の

さ
ら
な
る
安
定
化
が
実
現
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
﹂（
佐

川
急
便
㈱　

萩
原
健
二
営
業

部
営
業
課
課
長
）

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
今
︑
幹
線
輸

送
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
︒

幹
線
輸
送
に
お
け
る
輸
送
効
率
化
の
切
り

札
と
し
て
︑
今
後
の
実
用
化
が
期
待
さ
れ

る
の
が
︑
現
在
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ
て

い
る
﹁
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
﹂（
写
真
）

で
あ
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
昨
年
11
月
22
日
か

ら
︑ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
人
化
を
促
進
し
︑

生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
︑
１

台
で
通
常
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の
輸

送
が
可
能
な
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
実

証
実
験
を
進
め
て
い
る
︒

　

昨
年
11
月
か
ら
は
︑
日
本
梱
包
運
輸
倉

庫
㈱
が
車
両
長
21
㍍
（
特
車
許
可
基
準
の

緩
和
前
の
最
大
値
）
の
車
両
を
６
台
使
用

し
︑
新
東
名
高
速
道
路
を
経
由
し
て
埼
玉

県
狭
山
市
～
愛
知
県
豊
田
市
と
群
馬
県
太

田
市
～
三
重
県
鈴
鹿
市
の
２
ル
ー
ト
で
走

行
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
今
年
３
月
17
日
か
ら
は
︑
ヤ
マ

ト
運
輸
㈱
が
２
台
の
車
両
を
使
用
し
神
奈

川
県
愛
甲
郡
愛
川
町
～
愛
知
県
豊
田
市

（
２
８
２
㌔
㍍
）
の
ル
ー
ト
で
︑
ま
た
福

山
通
運
㈱
が
１
台
の
車
両
を
使
い
静
岡
県

裾
野
市
～
愛
知
県
北
名
古
屋
市
（
岐
阜
県

岐
阜
市
経
由
）
の
ル
ー
ト
（
２
７
８
㌔
㍍
）

で
の
実
証
実
験
を
始
め
た
（
い
ず
れ
の
事

業
者
も
車
両
長
21
㍍
の
車
両
を
使
用
）︒

　

な
お
︑
車
両
長
に
つ
い
て
は
︑
民
間
か

ら
の
提
案
や
将
来
の
自
動
運
転
・
隊
列
走

行
も
見
据
え
︑
最
大
25
㍍
へ
の
緩
和
が
検

討
さ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
に
伴
い
︑
車
両
長

21
㍍
超
～
25
㍍
の
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
︑
現
在
︑
民
間
事
業
者
で
開

発
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

近
年
の
技
術
革
新
等
を
背
景
に
︑
小
型

無
人
機（
い
わ
ゆ
る
ド
ロ
ー
ン［
写
真
］等
）

の
空
撮
や
農
薬
散
布
等
の
業
務
へ
の
活
用

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
︒
運
送
事
業
に
お
い
て

も
︑
小
型
無
人
機
の
機
体
性
能
の
向
上
に

伴
い
︑
過
疎
地
等
へ
の
物
流
で
の
活
用
の

可
能
性
を
模
索
す
る
動
き
も
出
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
小
型
無
人
機
の
目

視
外
飛
行
に
お
い
て
︑
安
全
な
自
動
離
着

陸
が
可
能
で
︑
荷
物
の
取
り
下
ろ
し
が
可

能
な
﹁
物
流
用
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
﹂
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
︒
今
年

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
︑
同
シ
ス
テ
ム
の

有
効
性
の
確
認
や
︑
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
を

使
用
し
た
一
連
の
荷
物
輸
送
の
流
れ
の
検

証
な
ど
を
行
う
た
め
︑﹁
機
能
検
証
実
験
﹂

﹁
荷
物
輸
送
実
験
﹂
が
行
わ
れ
た
︒

　

２
月
28
日
に
神
奈
川
県
座
間
市
で
行
わ

れ
た
﹁
機
能
検
証
実
験
﹂
で
は
︑
ド
ロ
ー

ン
ポ
ー
ト
を
約
30
㍍
離
れ
た
場
所
に
２
か

所
設
置
し
︑
両
ポ
ー
ト
間
を
高
度
30
㍍
で

飛
行
す
る
実
験
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
３
月

３
日
に
長
野
県
伊
那
市
で
行
わ
れ
た
﹁
荷

物
輸
送
実
験
﹂
で
は
︑
実
際
に
ド
ロ
ー
ン

を
使
っ
て
の
荷
物
輸
送
を
実
施
︒
市
内
の

﹁
道
の
駅
﹂
と
高
齢
者
専
用
住
宅
に
ド
ロ

ー
ン
ポ
ー
ト
を
設
置
︒
道
の
駅
で
商
品（
雑

穀
約
０
・
５
㌔
㌘
）
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー

ン
が
︑
高
度
50
㍍
で
高
齢
者
専
用
住
宅
ま

で
の
間
（
片
道
約
４
０
０
㍍
）
を
往
復
飛

行
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
早
け
れ
ば
平
成
30
年
中

に
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
荷
物
配
送
を
可
能

と
す
る
こ
と
を
目
指
し
︑
安
全
確
保
を
前

提
と
し
な
が
ら
︑
事
業
化
に
向
け
た
検
討

を
加
速
さ
せ
て
い
る
︒

幹線輸送における
輸送効率化の切り札

実証実験が進む「ダブル連結トラック」

過疎地等への
荷物輸送に効果を発揮

事業化への検討が加速する「物流用ドローン」

物　流
トピックス

⬅
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▼
東
京
・
港
区

虎
ノ
門
に
あ
る

歯
科
医
︒
も
う

12
年
も
通
っ
て

い
る
︑
私
の
か

か
り
つ
け
の
歯
の
先
生
で
す
︒
▼
以
前
に
通
っ

て
い
た
歯
科
医
に
︑﹁
あ
な
た
は
歯
の
質
が
悪

い
﹂
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
歯
は
︑

外
側
が
エ
ナ
メ
ル
質
︑
歯
茎
は
セ
メ
ン
ト
質
︑

神
経
の
周
り
は
象
牙
質
の
三
層
構
造
で
す
︒
▼

虫
歯
に
な
る
原
因
は
︑
歯
が
形
成
化
さ
れ
る

段
階
で
石
灰
が
不
十
分
だ
っ
た
り
︑
酸
を
中
和

す
る
唾
液
量
が
少
な
か
っ
た
り
と
種
々
で
す
︒

私
は
中
学
︑
高
校
と
皆
勤
賞
で
通
し
︑
身
体

に
は
あ
る
程
度
の
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
歯

の
手
入
れ
を
軽
ん
じ
て
い
た
つ
け
が
今
に
至
っ

て
い
ま
す
︒
▼
テ
レ
ビ
に
出
て
い
る
俳
優
や
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど
を
間
近
に
見
る
と
︑
歯
は
全

て
真
っ
白
で
す
︒
何
と
も
羨
ま
し
い
︒
以
前
︑

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
﹁
芸
能
人
は
歯
が
命
﹂
と
い
う

名
文
句
が
あ
り
ま
し
た
︒
全
く
同
感
で
す
︒

芸
能
人
に
限
ら
ず
歯
は
一
生
の
友
で
す
︒
▼
虎

ノ
門
の
先
生
は
紹
介
で
す
が
︑
と
に
か
く
患
者

の
立
場
に
な
り
安
心
感
を
与
え
る
︑
そ
ん
な
先

生
で
す
︒﹁
痛
み
を
伴
う
治
療
を
し
な
い
﹂﹁
今

あ
る
歯
を
最
大
限
に
生
か
す
﹂
と
︑
当
た
り

前
の
こ
と
を
丁
寧
に
行
う
様
は
︑﹁
都
内
の
歯

科
１
０
０
選
﹂
に
選
ば
れ
た
だ
け
あ
っ
て
素
晴

ら
し
い
で
す
︒
春
夏
秋
冬
よ
く
通
い
ま
し
た
︒

▼
時
に
は
︑
土
日
に
急
に
歯
が
痛
く
な
り
早
朝

に
先
生
の
携
帯
に
電
話
を
し
て
︑
私
の
治
療
だ

け
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
虎
ノ
門
の
医
院
に
駆
け

付
け
︑
時
間
を
割
い
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
︒
▼
そ
の
先
生
と
は
︑
浅
草
や
上
野
な

ど
も
っ
ぱ
ら
下
町
界
隈
で
何
度
か
乾
杯
し
ま
し

た
︒
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
地
味
な
タ
イ
プ
で
寡

黙
で
す
が
︑
話
題
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
で
し

た
︒
小
柄
な
が
ら
治
療
に
入
る
時
の
先
生
は
︑

体
躯
が
そ
の
数
倍
に
見
え
る
存
在
感
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
︒
そ
れ
は
︑
私
が
先
生
を
信
頼

し
き
っ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
︒
▼
実
は
︑
そ

の
先
生
が
︑
宮
崎
県
で
歯
科
医
院
を
開
業
し
て

い
る
実
兄
が
急
逝
し
た
た
め
︑
そ
の
医
院
を
継

ぎ
に
急
遽
︑
故
郷
へ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
︒
理
由
を
納
得
す
る
も
の
の
寂
し
い
限
り
で

す
︒
歯
科
医
に
限
ら
ず
︑
自
分
が
納
得
す
る

医
者
に
巡
り
会
う
の
は
な
か
な
か
至
難
の
技
で

す
︒
こ
れ
も
縁
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
先
生
が

﹁
山
崎
さ
ん
︑
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
︒
こ

の
場
所
は
﹃
私
が
こ
の
人
な
ら
﹄
と
思
う
歯
科

医
に
後
を
お
願
い
し
ま
す
か
ら
﹂
と
︑
何
と
も

嬉
し
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
︒
多
く
の
患

者
の
中
に
は
親
︑
子
︑
孫
の
三
代
に
わ
た
り
先

生
の
医
院
に
通
っ
て
い
る
人
達
も
い
る
と
の
こ

と
︒▼
以
前
︑待
合
室
で
隣
に
座
っ
た
女
性
は
︑

平
成
26
年
９
月
か
ら
半
年
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映

さ
れ
た
︑
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
創
設
者
で
あ

る
竹
鶴
政
孝
と
妻
の
リ
タ
を
モ
デ
ル
に
︑
２
人

の
獅
子
奮
迅
の
姿
を
描
い
た
連
続
テ
レ
ビ
小
説

﹃
マ
ッ
サ
ン
﹄
に
出
演
し
て
い
た
︑
明
朗
闊
達

な
女
優
で
し
た
︒
彼
女
は
﹁
歯
が
調
子
悪
い

と
滑
舌
に
影
響
す
る
の
で
︑
定
期
的
に
通
っ
て

い
る
の
﹂
と
の
話
を
し
て
い
ま
し
た
︒
短
時
間

で
し
た
が
歯
の
話
題
で
ひ
と
し
き
り
盛
り
上
が

り
ま
し
た
︒
歯
の
大
切
さ
を
今
更
な
が
ら
実

感
し
て
反
省
し
き
り
で
す
︒
▼
ド
ラ
マ
の
挿
入

歌
は
中
島
み
ゆ
き
の
﹃
麦
の
唄
﹄
で
︑
人
の
心

を
鼓
舞
す
る
響
き
が
あ
り
ま
し
た
︒
そ
う
言

え
ば
︑
今
ま
で
は
椅
子
が
倒
さ
れ
治
療
に
入
る

瞬
間
ほ
ど
嫌
な
時
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
そ

れ
を
払
拭
し
︑
眠
り
に
着
く
が
如
く
治
療
に
入

れ
た
の
は
︑
医
者
と
患
者
の
心
が
通
い
あ
っ
て

い
た
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
４
月
春
・
桜

前
線
の
情
報
と
と
も
に
︑
各
地
で
桜
を
愛
で
る

季
節
が
到
来
し
ま
し
た
︒
ま
た
４
月
は
入
社
︑

転
勤
︑
引
越
と
人
と
の
新
た
な
出
会
い
や
辛
い

惜
別
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
︒
こ
れ
ま
で
何
人

の
人
と
出
会
い
︑
何
人
の
人
と
別
れ
が
あ
っ
た

の
か
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
︒
で
も
︑
い
つ
か
何

か
の
﹁
縁
﹂
で
再
会
し
た
い
人
達
が
い
ま
す
︒

▼
先
生
が
移
り
住
む
︑
宮
崎
県
小
林
市
の
一
部

で
使
わ
れ
る
﹁
西
諸
弁
（
に
し
も
ろ
べ
ん
）﹂

が
最
近
ネ
ッ
ト
な
ど
で
︑
つ
と
に
有
名
で
す
︒

フ
ラ
ン
ス
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
と
て
も
似
通
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
す
︒
フ
ラ
ン
ス
人
が
市
内
を

紹
介
す
る
ビ
デ
オ
映
像
は
秀
逸
で
︑
な
か
な
か

凝
っ
た
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
▼
そ
の
中
で
一

押
し
の﹁
天
の
川
﹂を
は
じ
め
夜
空
を
彩
る
﹁
満

点
の
星
﹂
を
見
に
︑
そ
し
て
先
生
に
会
い
に
︑

私
も
一
度
小
林
市
に
お
邪
魔
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
︒
楽
し
み
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
ま
し

た
！ 

（
山
崎
薫
）
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安全対策事業

▪�トラック運転者の「睡眠時無呼吸症候群（SAS）」スクリー
ニング検査助成制度
〈助成対象〉
SASスクリーニング検査のうち、健康保険適用外である第1
次検査および第2次検査
〈助成額〉
①第1次検査費用の半額（上限500円／人）
②第2次検査費用の半額（上限2,000円／人）
③�第1次検査および第2次検査を同時に行う場合は、合計費
用の半額（上限2,500円／人）

〈実施期間〉
平成29年4月1日～平成30年3月16日
※�期間内に予算額に達した場合、その時点で申請受付終了
〈指定検査・医療機関〉
（NPO）睡眠健康研究所、（NPO）ヘルスケアネットワー
ク、（一財）運輸・交通SAS対策支援センター、各都道府県
トラック協会指定検査・医療機関

▪ドライブレコーダ導入促進助成事業
〈助成対象機器等〉
運行管理連携型が対象
〈助成額〉
2万円
〈実施期間〉
平成29年4月1日～平成30年3月16日
※�期間内に予算額に達した場合、その時点で申請受付終了
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協
は助成金を交付しない

▪安全装置等導入促進助成事業
〈助成対象装置〉
次の安全装置のうち、全ト協が認定しているもの
①後方視野確認支援装置
②�側方視野確認支援装置（車両総重量7.5トン以上の事業用
トラックに装着した場合に限る）
③呼気吹込み式アルコールインターロック装置
④�IT機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型ア
ルコール検知器（Ｇマーク認定事業所に限る）

〈助成額〉
車両１台につき対象装置ごとに１万円
〈実施期間〉
平成29年４月１日～平成30年３月16日
※�期間内に予算額に達した場合、その時点で申請受付終了
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協
は助成金を交付しない

▪ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
〈助成対象研修〉
ドライバー等に対する安全教育訓練で、全ト協が指定する
研修
〈ドライバー助成制度〉
・�特別研修（2泊3日）：�受講料の7割を助成（Ｇマーク認定

事業所の場合は全額助成）
（4泊5日）：全ト協が定める額とする

・一般研修（1泊2日）＝１万円
〈実施期間〉
平成29年４月１日～平成30年３月31日
※�期間内に予算額に達した場合、その時点で申請受付終了
〈助成対象研修施設〉
▽�特定研修施設：中部トラック総合研修センター、埼玉県ト
ラック総合教育センター
▽�指定研修施設：自動車安全運転センター安全運転中央研
修所、クレフィール湖東交通安全研修所、総合交通教育
センタードライビングアカデミーONGA、総合交通教育
センタードライビングアカデミー北海道、総合交通教育
センタードライビングアカデミー大原、総合交通教育セ
ンタードライビングアカデミーテクノ

▪衝突被害軽減ブレーキ装置導入促進助成事業
〈助成対象機器等〉
車両総重量3.5トン以上、8トン未満の事業用トラックへ搭
載された衝突被害軽減ブレーキ装置
※新車新規登録の車両
※国の事故防止対策支援推進事業（先進安全自動車
［ASV］の導入に対する支援）の衝突被害軽減ブレー
キ装置と同一とする

〈助成額〉
装置取得価格の4分の1（上限5万円）
〈実施期間〉
平成29年4月1日～平成30年3月16日
※�期間内に予算額に達した場合、その時点で申請受付終了
※�中小企業事業者に限る。国の助成金との併用は妨げない

環境対策事業

▪環境対応車導入促進助成事業
〈助成対象車両〉
車両総重量2.5トン超の
①天然ガス（CNG）トラック（新車）
②ハイブリッドトラック（新車）

▪中小企業大学校講座受講促進助成制度
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業者（資本金3億円以下また
は従業員300人以下）の経営者、後継者および管理者
〈助成額〉
受講料の3分の2（うち都道府県ト協�3分の1）
〈助成対象校〉
（独）中小企業基盤整備機構が運営する中小企業大学校
（旭川校、仙台校、三条校、東京校、瀬戸校、関西校、広島
校、直方校、人吉校）
〈助成対象講座〉
①トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座
②実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
③管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座
④女性リーダーの能力開発等に関する講座
⑤情報化、システム構築に関する講座
⑥その他物流事業に関わる講座
〈実施期間〉
平成29年4月1日から平成30年3月2日までの申請分

▪経営診断受診促進事業
〈助成対象〉
全ト協または都道府県ト協が推薦する中小企業診断士が実
施する「全ト協標準経営診断システム」による次の診断を
受診すること
①総合的な経営診断（ステップ1）

……診断費用16万円（税・交通費別）
②経営改善相談（ステップ2）

……診断費用5万円（税・交通費別）
〈助成額〉
▼会員事業者：①8万円、②2万円
▼Gマーク取得事業者：①10万円、②3万円
〈実施期間〉
平成29年6月1日～平成30年2月28日
（※期間内に予算額に達した場合、その時点で申請受付終了）

▪自家用燃料供給施設整備支援助成事業
〈助成対象〉
会員トラック運送事業者・トラック運送事業協同組合・ト
ラック運送事業協同組合連合会による軽油供給施設の新
設・増設
〈助成額〉
・軽油供給施設の新設（設置1か所分のみ）� ……100万円
・軽油専用タンクの増設、増設を伴う代替� ……30万円
※�申請が予算総額を超過した際は1件当たりの助成金額を減
額する場合あり

〈実施期間〉
平成29年8月1日～平成29年10月31日

▪インターンシップ導入促進支援助成事業
〈助成対象〉
中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第2条第1項第1
号に掲げる中小企業者（資本金3億円以下または従業員数
300人以下）
〈助成対象事業等〉
会員事業者が、全ト協の開設したインターンシップ登録サ
イトに必要事項を登録した後、高等学校以上の教育機関か
らインターンシップを受け入れた場合に、次の要件に適合
するもの（ただし、都道府県ト協ごとの1事業者当たりの申
請は1回に限る）
（1）受け入れ期間が3日間以上であること
（2）プログラムに、次のものを含むものであること

①�点呼や日常点検等安全運行に向けた取り組みの見学等
②�乗務体験（学校側からの要請および社内規定で乗務
体験を含まない場合を除く）

〈助成額〉
（1）受け入れ期間＝3日間：9万円
（2）受け入れ期間＝4日間：11万円
（3）受け入れ期間＝5日間以上：13万円
※�ただし、上記受け入れ期間は同一学生に対する受け入れ期
間とし、受け入れ人数にかかわらず上記の助成額とする

〈実施期間〉
平成29年4月1日～平成30年2月28日

③使用過程のディーゼルトラック改造のCNGトラック
④�車両総重量25トンクラスの大型天然ガス（CNG）トラッ
ク（新車）

〈助成額〉
①�通常車両価格との差額の6分の1
②通常車両価格との差額の8分の1
③10万円
④100万円
〈申請受付期間〉
平成29年4月1日～平成30年1月31日
〈その他の条件〉
平成29年4月1日から平成30年3月16日までの期間に登録
が完了するもの。CNGとガソリンの併用車は、CNG車とし
て助成。原則として、国土交通省の補助金を併用すること
（協調補助）。ただし大型CNG車は協調補助を要件としな
い。廃車の有無は問わない。

▪アイドリングストップ支援機器導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
①エアヒータ
②車載バッテリー式冷房装置
〈助成額〉
機器価格の2分の1以内（上限6万円）
〈実施期間〉
平成29年4月1日～平成30年3月16日
※�期間内に予算額に達した場合、その時点で申請受付終了
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協
は助成金を交付しない

経営改善事業

▪準中型免許取得助成事業
〈助成対象〉
以下の準中型免許取得のために指定自動車教習所等でかか
る費用
①準中型免許の取得（※普通免許取得後の取得を含む）
②5トン限定準中型免許の限定解除
〈助成額〉
①上限4万円
②上限2万５千円
※�上記助成額にかかわらず、都道府県ト協の会員ごとに上
限10万円
※�運転者が個人で準中型免許取得費用を支払った場合は、
助成金を交付しない

〈実施期間〉
平成29年3月12日～平成30年3月31日
※期間内に予算額に達した場合、その時点で申請受付終了

▪信用保証料助成制度
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業事業者。中小企業信用保
険法に基づくセーフティネット保証制度、都道府県等の自
治体によるセーフティネット制度融資、国が定める「災害
関係保証」または「東日本大震災復興緊急保証」を利用す
る際に、都道府県ト協が信用保証料助成事業を実施する場
合、その助成額の一部を助成
〈助成額〉
・都道府県ト協助成額の２分の１
・１事業者につき上限10万円
・�「災害関係保証」、「東日本大震災復興緊急保証」制度利
用の場合は上限20万円

〈実施期間〉
平成29年4月1日から平成30年2月28日までの間の保証料の
支払い
※�平成29年1月以降の借入に対する信用保証料について、
平成29年3月1日までに交付申請を行っていない場合は助
成対象

　全日本トラック協会は、平
成29年度も都道府県トラッ
ク協会を通じて各種助成事
業を実施する。申し込み等
詳細に関するお問い合わ
せは、所属する都道府県ト
ラック協会まで。

平成29年度 全ト協の主な助成制度のご案内

側方視野確認支援装置

ご活用ください

写真㊤：車載バッテリー式
冷房装置

写真㊦：エアヒータ
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